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導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄について説巧 
しまず。また、セットアップの隐の手順を説明していまず。ここで説 B 月する内容をよく読ん 
で、正しくセツトアップしてください。 


特長 （2 ページ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

導入にあたって （9 ぺージ） 

本製品をご利巧されるシステムを構築する隐にがっておいていただきたい事柄 
や，参考となるアドバイスが記載されていまず。 

お客様登録 （1 已ページ） 

お客様登録の方法について説 B 月しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を人手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （1 臣ぺージ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購人時の本体によってわセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2003 x 色4 Editions のセットアップ（吕〇ぺージ） 

Windows Server 2003 x 64 Ed 出 ons で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法じついて説 B 月しています。 

Windows Server 2003のセットアップ （27 ベージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップのち法につ 
いて説 B 月していまず。 

Windows 2000のセットアップ （64 ぺージ） 

Windows 2000で運用する場合のシステムのセットアップの方まについて説明 
していまず。 

Adaptec HostRAID ™ について巧色ぺージ） 

本体標準のディスクアレイ機能 (Adaptec HostRAID ) について説明していま 
す。詳細な説 S 月はオンラインドキュメントに記載されています。 
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2 巧長 


特長 


お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 
* 一部 SCSI モデルのみの機能あり 


四 張性 

• 豊富な10オプションス□ット 

Pa-X/64-bit/133MHz を 1 ス□ット 
PCI-X/64-bit/ 目 6MHz を1ス □，ソ ト 
• 最大1目 GB の大容量^モリ 
• ネットワークポートを標準で2ポート装備 
• リモートパワーオン機能 

• 最大2マルチプ□セッサまでアップグレード可能 

• SCSI 磯器の接編パ女ーンが曹富 

• USB 対応 



• メモリ監視機能 
(エラー訂正/エラー檢出） 

• メモリ/ CPU 縮退機能 

(障害を起こしたデパイスの論理的な切り離し) 

• メモ UChipkill 対応 

• パスパリティエラー横出 
• 温度横が 
• 異常横が 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 
• ディスクアレイ(オプション） 

• オートリビルド機能（ホットスワップ対応） 

• 巨 I 0 S パスワード磯能 
• フ□ントぺゼルによるセキュリティロック 
• 本体遠隔監視機能 



间 


• ESMPR 0 プ□ダクト 

♦ DianaScope 

• ディスクアレイユーティリティ（数種類) 



性能 


• Intel ® Xeon ® Processor 搭載 

- N 8100-1056, 1059 : 3.20 DGHz 
- N 810日-1に1| 1123 : 3.20 GHz 
- N 810日-1057,1122 : 3.40 GHz 
- N 8100-1058,1060 : 3.60 GHz 
- N 8100-1099, 1124 : 3.80 GHz 
• 高速^モリアクセス 

• 高速ネットワークインタフェースにつの LAN ポートとも、 
1服 ASE - T / 1日肥冉 SE - TX / 1000巨冉 SE - T 対応） 

• 高速ディスクアクセス ( Ultra 320 SCSI ) * 


E 3 ぐに使える 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 x 64 Editions 日本語版、 
Microsoft ® Windows Server"™ 2003日本語版、 

Microsoft ® Windows 2000日本語版または Linux 

• J \- ドディスクはケーブルをお要としないワンクッチ 
取り付け(ホ、ソトスワップ対応） 


胃 富な機能搭載 


• グラフ ィツ クスアクセラレータ 「 RADEON 7000 M 」 操用 

• EI Torito Bootable CD - ROM(no emulation mode ) 

フォーマツ トをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウエア Power 0け 
• リモートパワーオン機能 

• AC-LINK 機能 

• コン ソール レス機能 
• 冗長ファン機能（オプション）* 

参冗長電源機自目（オプション）* 


固喔 回 己診断機能_ 

• Power On Self - Test { POST ) 

• オフライン保守ューティリティ • システム診断 ( T & D ) ューティリティ 

• DUMP スイッチによる^モリダンプ磯能 

利なセットアップューティリティ 

• EXPRESS 巨 UILDER (システムセットアップューティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメーク FD 作成ューティリティ） 

• SETUP 旧 I 0 S セットアップューティリティ） 

• SCSI みおが ( SCSI デバイスューティリティ） 
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本装置は、高い信頼性を殖保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウ王アが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバ、ソクアップ装置などといったを種オプシヨン製品により、さらなる信頼性を殖保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれじ(下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な A— ドウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体磯能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-八ードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 


-本体標準装備のディスクアレイコント 
□- ラ (Adaptec HostRAIDTM) 

Adaptec Storage Manager™ - 
Browser Edition 

Adaptec Storage Manager™ 


- ディスクアレイコント □- ラ *1 

Power Console Plus 

• バックアップ管理 

DAT/AIT など "1 

Windows 標準バックアップツール 
ARCse 「 ve*i 

巨 ackupExec*! 、 Net 巨 ackup*i 

電源管理 

無停電電源装置山 P 纷 

ESMPRO/UPSController*i 
PowerChute Business Edition*^ 

G ま） 

無停電電源装置により、使巧するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接締ボードなど >1 

WebSAM/Netvisor* 1 

リモート管理 

リモートマネージメントカード/アド 
バンスドリ モー トマネージメントカー 
ド *1 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Dianabcope 


*1 オプション製品 











4 特長 


ヴーパ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「 ESMPRO / ServerAgent 」 をインストールし 
てください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 は本体の稼動状ミ兄などを監視ずるとともに万一の障 
害発生時 「 ESMPRO / ServerManager 」 と連携してただちに管理者へ届報します。 
ESMPRO / ServerAg 飢 t をインストールした場合、データピューアの項目ごとの機能可否は下 
表のとおりです。 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する磯能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する磯能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する磯能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をずる機能でず。 

メモリの論理情報参照やが態監視をする機能です。 

1/日デバイス 

〇 

I/O デバイス （ フ□、ソピーディスクドライブ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする磯能です。 

システム環境 


〇 

温度、ファン、電圧.電源、ドアなどを監視する機能で 
ず。 


温度 

〇 

篇体内部の温度を監視する磯能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する磯能です。 


電圧 

〇 

篇体内部の電圧を監視する磯能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能でず。 


ドア 

〇 

Chassis Intrusion (屋体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、日 S の情報を参照する磯能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) じ閱する情報き照やパケット監視を 
する磯能です。 

拡張バスデバイス 

〇 

拡張パスデバイスの情報を参照ずる機能でず。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する磯能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

エージエントが取得する任意の Ml 巨項目の値を監視する 
磯能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ磯器やコント 
□ーラを監視する磯能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic 社製および Promise 社製ディスクアレイコント 
□ーラを監視する磯能です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer じよる日 S ストール監視をする磯能で 
す。 




0 S STOP エラー発生體の通報処理を巧う機能です。 


〇:サポート A :—部サポート X :ホサポート 
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Disk 増設ユニット[ N 8141 -36 A ] の監視について 

Disk 増設ュニット [ N 8141-36 A ] には、 W 下のオプション製品があ要です。 

• Disk 増設ユニット 

-に M 目ボード〔 N 819 1-08] 

• 監視ヴーパ‘側 

一に M 目コネクタ [ N 8191-07] 

-に MB ケーブル [ K 410 -107] 


ESMPR 日/ ServerAgent にて Disk 増設ユニットを監視するには、コント□—ルパネルの「シス 
テム」タブの 「 Disk 増設ユニット」一「監視ずる」チェックボックスをチェックしてください。 



ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent は、本体に標準添付されて 

います。各ソフトウてアのインストール方まや使用方法は、をソフトウてアの 
説日月を参照してください。 


ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理ずるために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。本体標準装備、またはオプションの RAID コント□一 
ラ（ディスクミラーリングコント□—ラまたはディスクアレイコント□ーラ）を使用す 
ることにより、ディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐ 
ことができまず。 

一 本体標準装備 

本体のマザーボードには、シリアル ATA に ATA ) 八ードディスクドライブを接続ず 
ることができるチャネルを持っていまず。また、このチャネルを制御ずるコント 
□-ラによって RAID ドライブを構築することができまず。コント□-ラがサポー 
卜している RAID レベルは RAID 0 と RAID 1 です。 

コント□-ラの制御やを種設をはコント□-ラに搭載されているコンフィグレー 
ションユー ティリティ 「Array Configuration Utility ( ACU )」 を使用します。詳し 
くは「八ードウェア編」を参照してください。 

運用中の管理-保守は [Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition 」 または 
r Adaptec Storage Manage ,^」 を使用しまず。使用方法については「ソフト 
ウェア編」、またはオンラインドキュメントを参照してください。 





Adaptec Host:RAID(SCSI モデルのみ） 

本体のマザーボードには， SCSI 八ードディスクドライブを接続することができる 
チャネルを持っています。また、このチャネルを制御するコント□-ラによって 
RAID ドライブを構築することができます。コント□-ラがサポートしている RAID 
レベルは RAIDO と RAID 1です。 

コント□ーラの制御や各種設をはコント□—ラに搭載されているコンフィグレー 
シヨンユー ティリティ に CSI Disk Utilities」 を使用します。詳しくは「八ードウェ 
ア編」を参照してください。 

運用中の管理-保守は [Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition」 または 
r Adaptec Storage ManagerTMj を使用しまず。使用ち法については「ソフトウェ 
ア編」、またはオンラインドキュメントを参照してください。 

ディスクアレイコント□-ラの場合 

ディスクアレイコント□ーラは， SCSI、 八ードディスクドライブを使ったディスク 
アレイを構築するための PCI ボードです。 

ディスクアレイの RAID0、 1、已、10 (RAD1 のスパン）の各 RAID レベルをサポー 
卜していまず。 

ディスクアレイコント□-ラの制御や各種設定はコント□-ラに搭載されているコ 
ンフィグレーシヨンユーティリティ FMegaRAID Configuration UtilityJ を使用しま 
す。詳しくは、ディスクアレイコント□-ラに添付の説明書を参照してください。 

N 8103 -80/81 を使用する場合、運用中の管理-保守は Windows ベースのユーティ 
リティ 「Power Console 円 US」（SCSI) を使用します。 N 8103 -86 を使用する場合、 
rAdaptec Storage Manager™ - Browser Ed 出 on」 を使巧します。 

[Power Console Plus」（SCSI) は、それぞれのディスクアレイコント □— ラの管理- 
監視をするとともに、 ESMPRO/ServerManager や ESMPRO/ServerAgent との連 
携じより、ディスクアレイの状況を!-ータルに監視し、障害の早期発見や予防措置 
を行い、八ードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することげできます。 

ディスクアレイの設をは、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設 
定できまず。より詳細な設ををするときに、ボードのチップに搭載されているコン 
フイグレーシヨンユーテイリテイを使用してください。 



Power Console Plus や 、 Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition 、 
Adaptec Storage Manager ™、 ESMPRO/ServerManager 、 ESMPRO/ 
ServerAgen しは、本体に標準で添巧されています。ソフトウェアのインストー 
ル方まや使用方法は、 をソフトウェアの説明を参照してください。 
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NT 巨 ackup 



• バックアップ管理 

走:期的なバックアップは，不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や AIT 装置と各種ソフトウェアを使って走期的にバックアップをとってくださ 
し、容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設走など、ご使用になる環境に 
合わせて利用してください。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□-ラボードがあ要 
な場合があります。 


アプリケーシヨン名 

説明 

NT 巨 ackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

{ コンピュー女-アソシエイツな） 

国巧で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運巧が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

巨 ackupExec (ベリクス社） 

米国で最电ポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運巧が可能で、集合バックアップ装置、 D 巨オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackupC ベリクス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップ、ソール。き幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 D 己オンラインバックアップなどに対応可能。 



BackupExec 


NetBackup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力日え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

お停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で届常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリか6電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その聞 
にファイルの保存など、お要な処理を行うことができます。さ6に電圧や電流のを動を抑え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平巧故障園隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動' 無人運転を実現することもできます。 

本製品では，弊社製を機能 UPS ( I - UPSP の)と， APC 社製 Smart - UPS の2種類の無停電電源装置 
を提供しており > それぞれ ESMPRO / UPSController、PowerChute Business E 加 ion で管理- 
制御します。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerMan 明 er 、 ESMPRO / ServerAgent を使用ずることにより > 本体に内蔵され 
ている LAN 力ードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を巧うこと 
ができます。 


リ モー ト管理 

ユーティリティの DianaScope を使用することにより、 LAN / WAN を介した本体のリモート 
監視や管理をすることができます。 

リ モー ト マネー ジメント カー ド/アドバンスドリ モー ト マネー ジメント カー ドが提供する管理 
機能はじ(下のとおりです。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧 / FAN の監視 

• 八ードウエア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる 0 S ストール監視 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 

• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット，電源 ON / 
OFF 、 システムイベント□グ ( SEL ) の殖認など） 
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導入にあたって 

本装置を導入ずるにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 trF の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説巧のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用ずるか？」などを検討し、それに合わせてお要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設をを巧ってください。 


稼動げ況. P 章害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerMan 明 er 」 、 「 ESMPRO / ServerAg 飢 t 」 を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を巧い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合におまに対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 、 「 ESMPRO/ServerAgwIJ を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るよラも、がけてください。 



なお，本装置に障害が発生した際に， NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス适報サービス」を利用すれば，ほコストで Express 5800シリーズ 
の障害監視' 保守を巧うことができます。 

r エクスプレス通報サービス」をご利用することわご横討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について殖認してください。 

出荷時のげ態を確認しましょう 

本製品を導人する前に、化荷時の状態を殖認して<ださい。 

• オペレーテイングシステムのインス I -- ル状態について 

をでじよリ化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

巨 TO (工場組み込み化荷）にて Windows Server 2003 x 64 Editions 、 

Windows Server 2003、 Windows 2000または Linux インストールを指定され 
た場合。 

未インストール 

BT 0 (工場組み込み化荷）による 0 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインストール状態じより、あ要なセットアップ作 
業が異なります。19ページの説明に従ってセツトアップを巧ってください。 


• パーテイシヨン構成について 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
ティシヨン）が自動的に作成されます。 


1 

空き領域 

オペレーティングシステム用ノ パーティション 

カスタムインストールの場合は、お客様のオーダーによって異なリます。 
保守用パーティション 

保守用の各種ユーティリティが格納されています。オペレーティング 
システムか6は、旧 SA 構成」、または FMAINTE . PJ の FAT パーティ 
ションとして認識されます。 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するじあたり、「セットアップ」はお要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検討してく 
ださい。 

か要のない手順を含めたり、か要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでな <、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮でき 
な<なります。 

• <その1> 運用ち針と障害対策の検討 

八ードウェアげ提供する機能やな用するオペレーティングシステムによって運巧方針や 
セキュリティ、障害への対策ち法が異なりまず。 

「特長 （2 ページ）」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
ようお討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契が)の保守サービス会社および弊社営業担当にご柜 
談されることちひとつの手だてです。 

• <その2> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを確実に巧います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップして<ださい。詳しく 
は、19ページに示す手順に従ってください。 

八ードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 

• <その3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや团 0 S の設定といった八ードウェアのセットアップが終わった 
ら、ハー ドディスクドライブのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレー 
ティ ングシステムや管理用ソフ トウェアのインス I ルに進みます。 

— 巧めてのセットアップの場合 ( Windows ) 

巧めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインス!-―ル」を指定して購入された場合は、本体の電源を ON にずれば 
自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面のメッ 
セージに従ってあ要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「ホインストール」にて購入された場合は、添付の 「 EXPRES 沈 UILDER 」 CD-ROM 
が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用し 
ます。シームレスセットアップでは、はじめにセットアップにあ要な情報を還択 ■ 
入力するだけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 

— ホインストールのセットアップ-再セットアップの場合 ( Windows ) 

シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアッ 
プが代わりに行いまず。 
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本装置がサポートしている 0 S は次のとおりでず。 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版 
似峰 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003 R 2, Enterprise x 64 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003, Standard x 64 Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003, Enterprise x 64 Edition 日本語版 
似峰 、 「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2003」と呼ぶ') 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2003」と呼ぶ） 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003, Standard Edition 日本語版 
似峰 、 「WindowsServer 2003」と呼ふ‘） 

— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003, Enterprise Edition 日本語版 
似降 、 「WindowsServer 2003」と呼ぶ） 

— Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版 
似降、 「 Windows 2000」と呼ぶ） 

— Microsoft ^ Windows ⑥2000 Advanced Server 日本語版 
似峰、 「 Windows 2000」と呼ぶ） 

- Linux (サポートしているディストリビューションについては、お買い求めの販売 
店、または保守サービス会社1こお問い合わせください。） 

Linux のインストールおよび管理ソフトウエアのインストールとセットアップは、 

Express 5800 / Linux インストール代行サービス説明書を参照してください。 

その化の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社に 

お間し''合わせぐたさし、 

「Windows Server 2003」または 「Windows 2000」では、ディスクアレイの設定から 

管理用ソフトウエアのインス I ''ールまでの作業をシームレスセットアップが行います。 

本装置固有のセットアップは （ OS を除く）、シームレスセットアップが代わりに巧いま 

す。セットアップでは、シームレスセットアップを利用ずることをお勧めします。 




Windows Server 2003 x 白4 Editions ではシームレスセットアップは使用 
できません 。 [Windows Server 2003 Standard x 64 Edition/Windows 
Server 2003 、 Enterprise x 目 4 Edition インストレーションヴプ U メント 
ガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ J を使用してください。 


♦ くその4> 障害処理のためのセットアップ ( Windows ) 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003 x 64 Editions . Windows Server 2003 
または Windows 2000に関しては、本書で説明していまず。 
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• <その已> 管理用ソフトウェアのインス!ルとセットアップ ( Windows ) 

化荷時にインス I ル済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC にインストールし、本装置を 
管理■監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。詳しく 
は「ソフトウェア編」をご覧ください。 

• <その臣> システム情報のバックアップ 

保守ユーティリティ「オフライン保守ユーティリティ」を使って本製品のマザーボード 
上にある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによるパーツ 
交換後に前と同じ状態にセ、ソトアップするために大切な手順です。詳しくは59ページ 
または91ページをご覧< ださい。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには> 標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 

ESMPRO / ServerManager , または別売の同ソフトウェアがあ要となります。この後で説日月す 

るセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従って各ソフトウェアの 

インストール、および必要な設定を巧ってください。 

を運用管理機能を利用ずる際には、 W 下の点にごを意<ださい。 

• サーバ管理機能を利用ずるにあたって 

一 本体のをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使巧状況の監視や才 
ペレーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager . および ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設定が必要 I こな 
りまず。詳細は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照して 
<ださい。 

• ストレージ管理機能を利用ずるにあたって 

- 標準装備 Adaptec HostRAID ™ を使用する場合 

Windows 2000または Windows Server 2003をご利用の場合 、 Adaptec Storage 
Manager ™ - Browser Edition を 、 Windows Server 2003 x 64 Editions をご利用の 
場合 、 Adaptec Storage Manage'^ をインストールしておく必要があります。「ソ 
フトウエア編」の [Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition 」 または 
「Adaptec Storage Manager^Mj の説明に従って対応する管理ユーティリティをイ 
ンストールしてください。ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働 
率や予防保守性を高めるためにも、アレイディスクの整合性チェックを定期的に行 
うことをお勃めします。設定方法については関連ずる管理ユーティリティのドキュ 
メントを参照してください。 
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- AdaptecHostRAID ( SCSI ) を使用する場合 

Windows 2000または Windows Server 2003をご利用の場合 、 Adaptec Storage 
Manager ™ - Browser Ed 出 on を 、 Windows Server 2003 x 64 Editions をご利用の 
場合 、 Adaptec Storage Man 明 e 「™ をインス | ルしておくか要があります。「ソ 
フトウェア編」の [Adaptec Storage Man 明 er ™ — Browser Edition 」 または 
r Adaptec Storage Man 明 er "™」 の説日月に従って対応する管理ユーティリティをイ 
ンス I '■-ルしてください。ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働 
率や予防保守性を高めるためにも、アレイディスクの整合性チェックをを期的に巧 
うことをお勧めします。設定方法については関連する管理ユーティリティのドキュ 
メントを参照してください。 

- ディスクアレイコント□-ラを使用する場合 

お使いの環境によって、 PowerConsolePlus 、 または Adaptec Storage Man 明 er ™ 
- Browser Edition をインストールしておくあ要があります。「ソフトウェア編」の 
rPower Console Plus 」 または 「Adaptec Storage Man 明 er ™ _ Browser Edition 」 
の説日月に従って 、 Power Console Plus または Adaptec Storage Manager "™ — 
Browser Edition をインス I '■-ルしてください。ディスクアレイシステムを構築する 
際は、ディスク稼働率やモ防保守性を高めるためにわ、アレイディスクの整合性 
チェックを定期的に行うことをお勧めします（各ユーティリティのオンラインド 
キュメントを参照してください)。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使巧する場合は、クリー ニン グテープを使って定期的に 
へ、ソ ドを清掃するようムがけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因となり > データを正しくパックアップ/リストアできなくなります。テープド 
ライブやテープの状態を監視する「テープ監視ツール」を使用することをお勧めし 
ます。テープ監視ツールについては「ソフトウェア編」を参照してください。 

• 電源管理機能を利用ずるにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、専届の制御用ソフトウ； L ア汇 SMPRO / 
UPSController 、 Powe に hute p / us ) または、オペレーティングシステム標準の 
UPS サービスの セットアップがあ要です。 

一 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合，自動運おや停電回復時のサーバの自動起 
動などを巧うには BIOS の設をが必要となる場合があリます。「システム B の S の 
セットアップり89ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある fAC-LINKJ 
の設定をご使用じなる環境に合った設定に変更してください。 
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ぉ客様登録 

魄社では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しておリます。添 
付の「お客様登録申込書」に必要事項をご記人の上、エクスプレス受付センターまでごあちい 
ただくか、または Club Express のインターネツトホームページ 


http://club.express.nec.co.Jp/ 

にてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまには，ご希望により Express 5800 シリーズをご利巧になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
のインターネットホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 



























1 巨 セットアツプを始める前に 


セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照ずるぺージを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めま 
ず。 



BTO (工場組み込み出荷）にて Windows のインストールを指定した場合は、 
本体に Windows のプ□ダクトキーが記載されたのラベルが貼りつけ5れてい 
まず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000-000 


OS のセットアップや再インストール時に必要な情報でず。副がしたりミちした 
りしないよ5ま意してください。ちし剥がれたりミちれたりして見えなくなった 
場合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連結してください。あ5 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品といっしょにメモを保管されるこ 
とをお勧めしまず。 


EXPRESSBUILDER がヴポートしてし、るオプションボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしているオプションボードは、 W 下にな 
ります。もし、下記以外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマ 
ニュアルと「応用セットアップ」 （60 ページ)を参照してセットアップしてください。 

Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 
< SCSI モデル> 

♦ EXPRESSBUILDER にて OS のインストールをサポートしているボード 

- N 8103 -8 日ディスクアレイコント□-ラ （1 ch ) 

- N 8103 -81 ディスクアレイコント□-ラに ch ) 

- Adaptec HostRAID ( SCSI ) (マザーボード上のコント□-ラを使用） 

♦ その他のオプション 

- N 81 03-56 SCSI コント□-ラ 
- N 81 03-75 SCSI コント□-ラ 
- N 81 03-95 SCSI コント□-ラ 
- N 8190 -126 SCSI コント□-ラ 








cSATA モデル〉 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I ルをサポートしているボード 

- N 8 103-80 ディスクアレイコント□-ラ （ Ich ) 

- N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラに ch ) 

一 Adaptec HostRAID ( SATA ) (マザーボード上のコント□-ラを使用) 

• その他のオプション 

- N 8 103-56 SCSI コント□-ラ 
- N 8 103-75 SCSI コント□—ラ 
- N 8 103-95 SCSI コント□-ラ 
- N 8190-に目 SCSI コント□-ラ 

Windows Server 2003 、 Windows 2000の場合 
く SCSI モデル> 

• EXPRESSBUILDER にて日 S のインス I ルをヴポートしているボード 

- N 8 103-80 ディスクアレイコント□ーラ （ Ich ) 

- N 8 103-81 ディスクアレイコント□-ラに ch ) 

- N 8 103-86 ディスクアレイコント□-ラ ( Och ) 

- Adaptec HostRAID ( SCSI ) (マザーボード上のコント□—ラを使用） 

• その他のオプション 

- N 8 103-56 SCSI コント□—ラ 
- N 8 103-65 SCSI コント□-ラ 
- N 8 103-75 SCSI コント□—ラ 
- N 8 103-95 SCSI コント□-ラ 
- N 8190-に目 SCSI コント□-ラ 

cSATA モデル〉 

• EXPRESSBUILDER にて日 S のインス I ルをヴポートしているボード 

- N 8 103-80 ディスクアレイコント日ーラ （ Ich ) 

- N 8 103-81 ディスクアレイコント□-ラに ch ) 

- Adaptec HostRAID ( SATA ) (マザーボード上のコント□-ラを使用) 

• その他のオプション 

- N 8 103-56 SCSI コント□—ラ 
- N 8 103-65 SCSI コント□-ラ 
- N 8 103-75 SCSI コント□—ラ 
- N 8 103-95 SCSI コント□—ラ 
- N 8190-に6 SCSI コント□-ラ 




18 セットアツプを始める前に 



次の順唐で八ードウエアをセッ ト アップしまず。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（一141ぺージ)。 


Windows Server 2003 /Windows 2000をお使ぃの環境で DIMM を増設した場合 
は、 OS の起動後に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してくださぃ。詳 
しくは32ぺージ （Windows Server 2003の場合）または68ぺージ （Windows 
2000の場合）を参照してくださぃ。 

2. 本体に最も適した場所に設置するい11巨ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する（一 
12巨ぺージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続ずる（一126ぺージ)。 

已. A - ドウエアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

192ぺージを参照してください。 




BIOS の/ (： ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されている占、必ず確認し 
て < ださい。 
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システムのセツトアツ 


ハードウェアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インストールの際 I こも参照してください。 


スタート 




セツトアップ完了 


*2 Express 已800 /Linux インスト ーJWt 行ヴ—ビス説明書を 
参照してください。 

*3 Windows Server 2003 x 己4 Editions では 
シームレスセットアップは使用でをません。 

















































20 Windows Server 2003 x64 Editions のセットアップ 


Windows Server 2003 x 目 4 Editions 

のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions 节システ 
ムのセットアップをします。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指走して購入された本体の八ード 
ディスクドライブは，お客様がずぐに使えるようにパーティションの設定か6、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウエアがずベてインス I ■'ールされています。 


^ ここで説明ずる手順は，「カスタムインストール」を指定して購入された製品 

巨!？习 でネリめて電源を ON じずるときのセットアップのち法じついて説 B 月していま 
ず。再セットアップをずる場合は， EXPRES 沈 UILDER に格納されているオン 
ラインドキュメント 「Windows Server 2003 x64 Edition インストレーシヨン 
サプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点についてお認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブじインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下図は，八ードディスクドライブのパーテイシヨン構成について図解しています。 


空きエリア 

Windows Server 2003 x 64 Editions 

保守用パーティション 

八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると、 [ Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。 
t (降、画面の指示に従ってを要な設をや表示内容をよ<殖認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を殖認して 
ください。 

一[ソフトウ I アの個人用設を]画面では，を前や会社をまたは組織をを入力します。 
一[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを違択しまず。 

—[コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータをと 
Administrator のパスワードを入力してください。 

一[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正し<設をしてください。 

一[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を違択しまず。 

一[ワークグループまたはドメイン名]画面では、ドメインに参力□させるか違がし 
ます。 

システムが再起動します。 

2. 22ぺージの「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないをのがある場合は、ド 
ライパをインス I ルする。 

4. 已2ぺージを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

已.出荷時にインス I ルミきみのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Power Console Plus * 

— Adaptec Storage Manager™* 

- ESMPRO / UPSCont の ller (本ソフトウ;];アを購入された場合のみ）* 

— Pow げ Chute p/us (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または痛認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
言^2をして 、だとし、。 

6. 已9ぺージを参照してシステム情報のノ くックアップをとる。 

W 上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。 r マニュアルセットアッ 
プ」は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2003 x 64 Editions インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインス I ルやセットアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 

• PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能お認ユーティリティで 
す。 PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

ーアダプタ詳細情報の痛認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性じ優れた 
環境を提供し、装置とスイッチ闇のスループットを向上させることができます。このよ 
うな機能を利用する場合は、 PROSet があ要になりまず。 PROSet をインストールする場 
合は、次の手順に従ってください。 

1 . 「EXPRESSBUILDERJ CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットする。 

2. エクスプ□-ラを起動ずる。 

<標準の スター トメ ニュー モードの手順> 

スタートメ ニ ューか6 [エ クスプ □- ラ]をクリ、ソクする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューから[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □— 
ラ]をクリ、ソクする。 

3. 「< CD - R 0 M ①ドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 1¥ PR 0 SET ¥ WS 03_32 E 」 
ディレクト U 内の rDXSETUP . EXE 」 アイコンをダブルク U ックずる。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [巧へ]をクリックずる。 

已.[同意する]をクリックする。 

6. デフオルトのままで、[巧へ]をクリックする。 

7. [インス!-―ル]をクリックする。 

[InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

8. [完了]をク U ックする。 

日.システムを再起動ずる。 
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• ネットワークドライバのセットアップ 

標準装備の2つのネットワークドライバは，自動的にインストールされますが，転送を度 
と Duplex モードの設定があ要です。また、 IP アドレスを設をする際、[インターネットプ 
□ トコル ( TCP / P )] のチェックボックスがかれている場合、チェックを付けてか 6 IP アド 
レスの設定を巧ってください。 

1. 「□—カルエ IJ ア接続のプ□バティ」ダイア□グボックスを開く。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

(1) スタートメニューから[コント□-ルパネルト[ネットワーク接続; M ； □-カル 
エリア接続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connention ) または 
( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connention #2) をクリ、ソクす 

な0 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

(2) [プ□パティ]をクリックする。 

<クラシックスタートメ ニュ ーモードの手順> 

(1) スタートメニューか6[設を]^[ネ、ソトワーク接続]をクリックする。 

(2) [□- カルエリア接続]アイコン ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual PortNetwork 
Connention ) または ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connention 

#2) をちクリックし、ショートカットメニューか6[プ□パティ]をクリックする。 

2. [構成]をク U ックする。 

[Intel PROSet ] ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3. [U ンク]タブをクリックし、 [U ンク速度とデュプレックスを HUB の設定値と同じ 
値に設定する。 

4. [Intel PROSe ロダイア□グボックスの [ OK ] をクリックする。 

と又上で完了です。 

また、お要に応じてプロトコルやサービスの追力日/削除をしてください。 

ネットワーク接続]か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示さ 
せて巧います。 

• オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード （ N 8104 -1 12/109/111/88/86/103/113/115/121/ 
122) を使用する場合について説明します。 

「 N 8104 -1 12/109/103/115/88/111/8日/113」を使用する場合は、 「 EXPRESSBULDER 」 
CD - ROM じ格納されているドライバをインス I ルしてください。 


「 N 8104 -1 1吕/109/103/1 13/1巧/121/122」の場合 

レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 1¥ PR 01000¥ WS 03_32 E 」 


「 N 8104 -1 11/8色/88」の場合 

レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD¥NS 1 ¥ PR 01 00 ¥ WS 03_32 E 」 

インストール手順が不巧な場合は、インストレーションサプリメントガイドのネット 
ワークドライバのインストール手順を参照してください。 
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「 N 8104 -114」 のネットワークボードを使用する場合は、添付されている CD - ROM かフ 
□、ソピーディスクに格納されているドライパを使用してください。なお、インス!'■-ル 
手順が不明な場合は、添付されているネットワークドライバのインストール手順を参照 
してください。 

• アダプタフォルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) のセット 
アップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されて 
いるアダプタじ障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行さ 
せるものです。また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグ 
ループを作り、 サーバ か6を信パケットをグループすべてのアダプタから行うことじよ 
り、スループットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、 t (下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□バティを開く 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化ずる ( T )」 にチェックを入 
れ、持斤規チーム]をク U ックする。 

3. チームの名前を入力を、[次へ]をク IJ ックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

已.チームモードの選巧で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ’プティブ□-ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

6. [完了]をクリックする。 

1 . デバイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデバイスのプ□バティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をク U ックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマ1」に設定する場合、ドライバを選巧し、「プライ 
マ U の設定」をク U ックする。 

チーム内のアダプタで、セカンダリに設定ずる場合、ドライバを選択し、「セカンダ 
リの設をに)」をクリックしてください。 

両ちの設定が終了した場合、 [0 K ] をクリ、ソクして画面を閉じてください。 

日.「スイッチのテスト」をクリックを、スイッチのテスト画面が表おされた5、「テス 
卜の実行」をク1」ックして実行ずる。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

AFT / ALB のセットアップは、ドライバインス!ル後、みず再起動した後に巧うか要が 
あります。 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指をするアダプタは，同一八ブ、異 
なる八ブのどち6の接続でも使用できますが、異なる八ブに接続する場合は、すべて同 
-LAN (同ーセグメント）上に存在するか要があるため、カスケード接続じしてください。 

アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチングノ \ブにのみ接続 
できます。 


マザーボードまたはオプションのネットワークボードを交換する場合、必ずチームを削 
除し、交換後にチームを再作成してください。 
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• ディスクアレイコント□-ラ( N 81 03-80/8 1 ) を追加接続ずる場合 

システムにディスクアレイコント□—ラ( N 81 03-80/8 1 ) を追出接続する場合、 0 S のプラ 
グアンドプレイ機能が動作しまずが、ドライバは自動でインストールされません。 

下の手順でドライバをインス!^ - ルしてください。 

1. [スタートメニュ ー]- [コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
か6[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. SCSI と RAID コント□-ラの 「LSI Logic Me 目 araid SCSI 320-1/2」 をダブル 
ク U ックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. 八ードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所か5イ 
ンス I ルずる(詳細)」を選択し、[巧へ]をク1」ックずる。 

已.「次の場所で最適のドライバを検索する」を還択し、 [ U ムーバブルメディア(フ 
□ッピ ー 、 CD - ROM など)を検蔚チェックボックスをチェックずる。 

6. フ□ッピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 X 巨4 Edition 0 EM - 
D に Kfor EXPRESSBUILDER 」 をセットして、[次へ]をク U ックする。 

7. [完了]をク U ックします。 

上でドライバのインストールは完了です。画面の指示に従つてシステムを再起動して 
ください。 

• SCSI コントロー 5( N 8103-56/95/ N 81 90-1 2臣)を追力日接続ずる場合 

システムに SCSI コント日ーラ（ N 81 03-56/95/ N 8190-126) を追力□接続ずる場合、 0 S の 
プラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされまず。特に作業 
はを要ありません。 

• SCSI コント□-ラ ( N 8103 -7 已)を追加接続ずる場合 

システムに SCSI コント□-ラ ( N 8103 -75) を追力□接続ずる場合、 0 S のプラグアンドプレ 
イ機能が動作し、ドライバが自動でインス!ルされますが、その後、ドライバのアッ 
プデートがを要でず。システムのアップデートを実施ずる事でドライバが適用されます。 

• グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバは、システムのアップデート時に自 
動的にインストールされます。 

0 S のインストール後にグラフィ、ソクスアクセラレータドライパを削除し，再インストー 
ルする 場合はと rF の手順で再インストールしてください。 


"~〇 N 811已 -02 アドバンスド U モートマネージメントカードを装着してのリモー 

卜 KVM コンソールの利巧を標準でサボートしていまず。専用ドライバをイン 
ストールずる必要はありません。 


1.「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプにセツトする。 

スタートメニユーか6 [プ□グラム]、[アクセサリ]の順でポイントし、[エクス 
プ□-ラ]をク U ックする。 


2 . 
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3. r く CD - R 日 M のドライブレター >^ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ VIDE 0」 デイレクトリ 
内のに ETUP . EXE ] アイコンをダブルク U ックずる。 

メッセージに従ってインストール作業を進めてください。途中、「デジタル署名が見 
つかりません。」という^、ソセージが表示された場合は、[はい]をクリックし、イ 
ンストールを続けてください。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブか S 取り出し、画面の指 
示にしたがって日 S を再起動する。 


障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害か6より早く、お実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順についてはユーザーズガイド (52 ページ)をご覧ください。 


再セットアップ 

Windows Server 2003 x64 Editions の再セットアップをする場合は、 EXPRESSBUILDER に 
格納されているオンラインドキュ^ント 「Windows Server 2003 x64 Editions インストレー 
シヨンサプリメントガイド」 の 「マニュアルセットアップ」を参照してください。 
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Windows Server 2003のセツトアップ 


J \— ドウェアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インス I ''ールの際1こも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


「BTO (工場組み込み出荷）」で「カスタムインストール」を指定して磨人された本体の八一 
ドディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようじパーティションの設定か6、 0 S 、 本装 
置が提供ずるソフトウエアがすべてインストールされています。 


^ ここで説明する手順は，「カスタムインストール」を指をして購入された製品 
巧 でネリめて電源を ON じずるときのセットアップのちまじついて説明していま 
す。再セットアップをする場合サ，その他の化荷状態のセットアップをする場 
合は>「シームレスセツトアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について殖認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I ルされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）じよって異なります。 

下國は、ハードディスクドライブのパーティション構成じついて國解しています。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると 、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

W 降，画面の指示に従って'必要な設をや表示内容をよ<お認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諸契約)画面では、使巧許諾契約の内容をお認して 
ください。 

一[ソフトウ王アの個人用設定]画面では、を前や会社をまたは組織名を入力しま 
す。 

-[ライセンスモー鬥画面では、使用するライセンスモードを逞択します。 

—[コンピュータをと Administrator のパスワー円画面では、コンピュータ名と 
Administrator のパスワードを人力してください。 

一[日付と時刻の設を]画面では、日付と時刻を正し<設をしてください。 

一[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設走を逞択します。 

一[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインじ参力□させるか選択し 
ます。 


システムが再起動します。 

2. 43ぺージの手順20丄ソ降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ド 
ライパをインスI-―ルする。 

4. 已2ぺージを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

已.出荷時にインストール済みのソフトウエアの設定およびその確認をずる。 

インスI'―ルミ斉みのソフトウエアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウエアがあります。 

— ESMPRO/Server Agent 

- エクスプレス通報サービス* 


— Power Console Plus * 

— Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edtion * 

- ESMPRO / UPSController 体ソフトウ;！;アを購入された場合のみ）* 

— PowerChute plus (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで「*」 EP のあるものは、お客おでご使用じなる環境に合った状 
態に設定または殖認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体巧バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

政おしてく ごし）。 
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W -0 カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされているヴービス 
パックのバージョンと、装置に添付されているヴービスパックのバージョンび 
異なる場合びありまず。本体にインス I ルされているヴービスバックけ降の 
パ’ージョンび添付されている場合は、本体に添付の [WindowsServer 2003 
RURx 対応 (Service Pack x ) インス!ル手順 書 J を参照してヴービスバッ 
クのインス!ルを行ってください。ヴービスパック情報に関しては、下記サ 
イトより詳細情報を確認してください。 

[8 き街] http :// nec 8. com / 


6. 已9ぺージを参照してシステム情報の J (ックアップをとる。 

W 上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

r シームレスセットアップ」は、 RAID の設走から、オペレーティングシステム （Windows 
Server 2003). を種ユーティリティのインス I '■―ルまでを切れ目なく（シームレスで）セッ 
トアップできる方まです。 

八ードディスクドライプを購人時の状態と異なるパーティション構成で使用する場合や、 0 S 
を再インス I ■—ルする場合は、シームレスセットアップを使用してください。煩雑なセット 
アップをこの機能が代わって行います。 



EXPRESSBUILDER 


「シームレスたットアップ」（3、防のの鼓まから、 
E ち巧ユーティリティのインストールまでを 
切り目な く （シームレスで）たットアッフできる 
方まです。 


ハードディスクを届別をひ i 繊とまなるィ S —ティ 
シヨ ン 巧8巧で!ま用する場合や度を再インストール 
する巧合(丈 シー ムレス它ットアップを巧用して 
くださし，。トアッブをこの機1执お 
ねって化、巧。 


wO Windows Server 2003 x 白4 EcHtions では、シームレスセットアップを使 
用できません。再セットアップずる場合は、 「Microsoft Windows Server 
2003 X 白4 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マ 
ニュアルセットアップ J を使巧してください。 



• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイル 
を使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファ 
イルとしてフロッピーディスク（別違 1.44 MB フォーマット済み空きフ 
ロッピーディスクをご用意くださし、）にイ呆存することができます。 

• パラメータフ ァイルは EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic @」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方まについては、269 
ぺージを参照してください。 

• シームレスセットアップでは、「イ呆守用パーティシヨン」と呼ばれる約 
55 MB の保守用の領域をハードディスクドライブの先頭に確イ呆します。 
このパーティシヨンを確イ呆したくないときは、マニュアルセットアップ 
(目1ぺージ参照)でインストールしてください。 

• セットアップパラメータ FD はお客様でご用意くださし、。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
臣て巧！ アップ(こついては、目0ページの「応用セットアップ」で説明しています。 
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OS ①インスIルについて 

0 S のインストールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


Windows フアミリについて 


Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディシヨンは次のとおりでず。 


Microsoft ® Windows Server ' ^ 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 
Microsoft ® Windows Server ™ 200 3 R 2 Enterprise Edition 日本語版 
Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版 


Microsoft ⑥ Windows Server ™ 2003 Enterprise Edition 日本語版 


降 「Windows Server 2003」と呼びまず。 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの貞反売店または保守サービス会社にお問い 
合わせくたさし、 0 

Windows Server 2003 x 巨4 Editions では、シームレスセットアップを使 
P 事司 用できません。再セットアップずる場合は、 「Microsoft Windows Server 
2003 X 巨4 Edition インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照し、 「マ 
ニュアルセットアップ」を使用してください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前に八ードウェアの BIOS 設定などを確認してく 
ださい。189ページを参照して設定してください。 


Windows Server 20 日 3 につし、て 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインス!ルできます。ただし、次の 
点 I こついてミ主意してください。 


两-〇 • インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
na (BIOS やオプションボードの設定）をずベて亮了させてください。 

• 醉社が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ル 
に関する説明書が添付されていまずが、本装置へのインスI-ールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に已2ぺージを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害赃理のための設定をしてください。 
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• ミラー化されているボリユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インス!ルの実行前にミラー化を無巧にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ス I ル完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]か6行えます。 

• M 0 装置の接続について 

Windows Server 2003をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行う 
と、インストールに失敗することがあります。 MO 装置をかしてインストールを最初から 
やり直してください。 

• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
で < ださい。 

• ドディスクドライブの接続について 

OS をインストールする八ードディスクドライブ W かの八ードディスクドライブを接続 
する場合は、 OS をインストールした後か6行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (62 ペー 
ジ)を参照してください。 

• 作成ずるバーティシヨンサイズについて 

システムをインストールずるパーテイシヨンのサイブは、次の計算まから求めることが 
できまず。 


インストールに'必要なサイズ十ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

インストールに'必要なサイズ= 2900 MB 

(Windows Server 2003けービスパック含まない)のみ） 
= 3500 MB 

(Windows Server 2003 with ServicePack 1) 

= 4400 MB 

(Windows Server 2003 + サービスパック CD - ROM ) 
ぺージングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ X 1 .己 
ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ+に MB 
アプリケーシヨンサイズ=任意 



• 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを巧 
納ずるのに十分な大きをのの期サイズを持つベージングファイルび必要 
でず。また、ベージングファイルび不足ずるとお想メモリ不足により正 
おなデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なべージングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのバーティシヨンに設定でさるべージングファイルサイズは最大で 
409日 MB でず。搭載メモリサイズ XI 万倍のサイズび409日 MB を超 
える場合は、403日 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 G 日む上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
r2048MB+12MBJ でず。 

• その他アプ U ケーシヨンなどをインストールずる場合は、別をそのアプ 
U ケーシヨンび必要とずるディスク容量を追加して<ださい。 
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例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、パーテイシヨンサイズは、前述の計算方法 
せら 


2900 MB + (512 MB X 1.5) 十 512 MB + 12 MB 十アプリケーシヨンサイズ= 
4192 MB 十アプリケーシヨンサイズ 

となりまず。 

システムをインストールするパーティシヨンサイズが「インストールにお要なサイズ十 
ぺージングファイルサイズ」よりルさい場合はパーティシヨンサイズを大きくするか、 
ディスクを増設してください。ダンプファイルサイズをお保できない場合は、次のよう 
に複数のディスクに割り当てることで紹決できます。 

1. 「インス I ルに必要なサイズ+ぺージングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 
イズ分）を別のディスクに 書 さ込むよラに設定ずる。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルにあ要なサイズ + ぺージングファイルサイズ」でインストール後、おしいディ 
スクを増設してください。 

• ダイナミックディスクへアツプグレードした/ドディスクドライブへの再インストー 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照して再インス I ルしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインストールに 
関するを意事項が記載されています。 


• ディスク構成について （ r 曰 SA 構成」と表示されている領域について) 


ディスク領域に「曰 SA 構成」と表示された領域がを在する場合があります。構成情報や 
ユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 
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• サービスバックの適用について 

Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に添付さ 
れているサービスパックと J 降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細 
情報を確かめたうえで使用してください。 

【8番街】 http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップは、次のような流れで進みまず。 



K ラメータフアイルを巧用してセツトアップを進めまずか？ 


しルは 

か 


ミ主京寧]!、苗!旧車頂の記技を読む 


am 


セツトアツブバラメータ FD を巧入ずる 


職 


(ファイル涅巧画面） 


セットアップバラメータフアイルのチェック I 


r：= スキップニ 設定の垣話-坛正を巧うかち巧ずる 


職 


V 




アレイディスク設をの画面 


IT 


ディスクアレイのコンフィグレーシ3ン《 

i 

巧守用バーティシ3ンの巧ぶ 

i 

を挂ユーティ U ティのインストール 


オペレーテイングシステムインストールメニユー 


IF 


す 


作業用/(-テイシ3ンを作がずる 


J の場合^新規の場合 

I 肥のカテゴる 




「スキップ」の場合 


て 


設定をほ窗-入力ずる 


FD、CD-ROM を取り出ず 




Windows CD-ROM をセツトずる 


み夺本み 

ソフトウエア巧用許雷契巧に同忘する 

サービス K ジク CD-ROM をセツトずる 
(サービスバックを適用ずる場を） 


」和 




て 


OS 塞巧モジュールのコピー 
1 

^したアプ U ケーシヨンのモジュールのコビー 


自国インストール 
1 

自動□グオン 


み♦击み 

再起回を，インストール沒了^ 


《ディスクアレイコント□—ラび搭載されていて、 
アレイディスクの設定画面で、 RAID を新規作がずる 
設定にした場合、このフ I — ズび実される。 


J :入力や還巧び必要な作業 
] :自動的に作業び進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザードおまじよりをパラメータを設定していきまず。この 
とき、各パラメータを一つのファイル（パラメータフアイル）としてフ□、ソピーディスクへ保 
存することも巧能です。 


パラメータファイルを使ってセットアップずるときは、ファイル保を用として 
医三巧！ 1.44M 己フォーマット済みの空きフロ、ソピーディスクが1め'必要となります。 
あらかじめ，お客がでフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インス I 'ールのときは，保をしておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウィザードじよるパラメータ入力を省略ずることができます。 

また> シームレスセットアップの中で，ディスクアレイコント□-ラなどの才 
プシヨンに添付されたドライバ FD (r 大容量記憶装置用 OEM-FD」） を個別に適 
用ずる場合は、パラメータファイルの設を电'必要じなりまず。このときも空き 
フ□ッピーディスクをご用意ください。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート J を行って 

P 動 ください。 

• Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドラ 
イバの変更、または追加ずる場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows Server 2003インストレーシヨンヴプリメン 
トガイド」を参照してください。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 



• OS をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置をか 
してインストールを最巧からやり直してください。 

• OS をインストールするいードディスクドライブじ(かのハードディスク 

ドライブを接続する場合は、 0 S をインストールした後から斤ってくだ 
さい。 

• OS をインストールするハードディスクドライブに論理ドライブを複致 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手順」 （62 ぺージ)を参照してください。 


2. 本装置の CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

3. CD - ROM をセツトした5、 U セツトする (< Ctrl > + < Alt > + 〈 Delete 〉 キーを巧 
す）か、電源を OFF / ON してシステムを再起動ずる。 

CD-ROM か 6 システムが立ち上がり、 EXPRESS 己 UILDER が起動します。 
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4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 



已.「パラメータフアイルを使用してセツトアップを進めまずか？」といラメッセージ 
が表示される。 

パラメータファイルを使用する場合は[はい]を、使用しない場合は[いいえ]を選択し 
てください。 


パラメータファイルを使用してセツトアップを進めまずか？ 


いし1そ はい 


6. 「お願い」が表示されるので、表示内容をよく読んでか S [確認]をクリックする。 


お願い 

シームレスセットアップ搭了を、セットアップ情巧をバックアップする 
ことをお勧めしまず。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧でさなくなりまず。 

パックアップは、空をフ□ッビーディスクを1巧準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理 J けら 「退避」 
を還択して < ださい。 


[ 確認 I 



























38 Windows Server 2003 のセツトアップ 


7. シームレスセツトアップでの注意事項が表示される。 

表示内容をよく読んでから[確認]をクリックしてください。 


セットアップを進めると、自動的に何回かコンピユータげ再起動しまずび、 
EXPRESSBUILDER CD-ROM、 セットアップパラメータ FD は、指示びをるまで 
巧り出さないでください。 


[ 確認 I 





ディスクに何6かの 0S がインス 
卜ールされてし'^る場含、インス!— 
ルを統巧ずるかを殖認ずるメッセー 
ジが表示されます。セットアップを 
続けるじは[継続]をクリックしてく 
ださい。 


A 


このディスクには、すでに巧5かの 
オペレーティングシステムが 
インストールされています。 

この操作を続けると、ディスク內の 
データび失われてしまいます。 

操作を続けまずか？ 


継続 戻る 


8. パラメータファイルを使用ずる場ちはセットアップパラメータ FD が要求されるの 
で、フ□ッピーディスクをセットして[確認]を選択する。 

パラメータファイルを使用しない場合は、このメッセージは表示されません。 

刮眞9.へ進んでください。 


セツトアップパラメータ FD を挿入してくださし、。 


確認 戻る 


一^ ここでセットしたフロッピーディスクは、指示があるまで取り化さないでくだ 

II エック] さぃ。 
















































導ん漏 39 


[既をのバラメータフアイルを使用する場合] 

セツ トした フ□、ソピー ディスク内の パラメータフアイ ルの一覧が表示されます。 

(1) インストールに使用ずるセットアップ情報ファイルをを違択し、[おを]をク 
リックする。 



巧認のダイア□グボックスが表示されまず。 

に）パラメータをお認する場合は[お認]を、殖認せずにそのままインストール 
を行う場合は、[スキの’]をクリックする。 

[殖認]をクリックー手順9.へ進む 

[スキッア]をクリック^手順10.へ進む 

^ ディスクアレイコント□-ラが接続されていない場合は> 手順10.へ進んでく 
WI^ ださい。 

手順10.終了後、磕認のダイア□グボックスが表れまず。 

[磕認]をクリックー手順12.へ進む 
[スキツ T ] をクリック^手順13.へ進む 


[空きフ□ツピーディスクをセツトした場合] 

(1) [ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリックずるか、く A > キーを押 
ず。 

人カボックスが表示されます。 



に）ファイルをを入力ずる。 
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9. ディスクアレイコント□—ラのパラメータを設定ずる。 

本装置のオンボード RAID 機能、またはオプションのディスクアレイコント□ーラ 
を使用している場合は、[アレイディスクの設定]画面が表示されまず。設定内容を 
確認し、'必要なら修正を巧ってから[終了]をクリックしてください。 


^ ディスクアレイコント □ ーラが接続されていない攝合、この画面は表示されま 
巨 !^ せん。手順 10. へ進んでください。 


設定が終了すると、自動的に RAID の構築、保守用のパーティションの作成、および 
各種ユーティリティのインストールが実行されます D 


ロレイテ ’ イスクの設定 ] テ " イスク ? レイ ] ント日-ラ 

アレイテ*ィスクの設定 
RAID の作成 
接続テ’‘ィスクのトタル数 
jr ックを構成するテ’イスク巧 
jr ックを構成する RAID 
ラ仆トト•の設定 
ラ仆トト'’の種類 


ずる 

既巧 RAID を使巧ずる 


[再読込 I I 終了 ] I W レフ。 


10. インス I ルずるオペレーテイングシステムを選択する。 

リストボックスから [Windows] を選択します。 



11. セットアップずる 0 S のカテゴリを選択ずる。 


セットアップする 0S のカテゴリを題おしてください。 

Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition 

Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition 

I 決定 


Microsoft Windows 2000 Server 

Microsoft Windows 2000 Advanced Server 

決定 



Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition 

Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition の[決赶を選択します。 

^ 既をのパラメータファイルを使用し、手順 8. でス丰ツプを選択した場合、この 
をエック ] メ、ソセージは表示されません。手順 1 3. へ進んで < ださい。 
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12.次に、[基本情報]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な5修正を巧つ 
てか5 [次へ]をク U ックしてください。（画面中の「対象マシン」は機種によつ 
て表示が異なります。） 

t (降、画面に表示される[次へ]、[房る]、[ヘルア]をクリックして設定を殖認しな 
が6画面を進めてください。設定内容は必、要に応じて修正してください。 


<表7?：例> 



0 S の挂療 
0 S の韶 
がうイシヨンの巧用方ミ去 
がうイシヨ巧イス•(全領域 =*) 

方イ I 的テムの NTFS への]州‘-卜 
トヒ‘則 ’ n 向の垣用 
インスト W •ス 


Ex 口 ress 5 s 00 /xxx 

Windows Server 2003 Standard/Enterp 

日本語 _ 

新規に巧はずる 

12288 


ずる 



Windows 



• OS をインストールずるパーティションは、必要最小限 W 上のサイズで 
確保してください。 

• 「パーティションの使用ち法」で r 既存パーティションを使用ずる J を 
選択ずると、最初のパーティション（保守巧パーティションを除く）の 
情報はフオーマットされ、ずべてなくなりまず。それむ夕+のパーティ 
ションの情報は保持されまず。下図は、保守用パーティションが用意さ 
れている場合に情報が削除される/ \：ーテイシヨンを示していまず。 


第1パーテイシヨン 

第吕パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4パーテイシヨン 

<保守巧パーテイシヨン> 




保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたノ v— ドディスクドライブの 
既存のパーティションを夕罢したまま再インスI-ールずることはできませ 
ん （33 ページ参照)。「パーティションの使用方ま」で「既存パーティ 
ションを使用ずる」を選択しないでください。 

• 「パーティション」に409日 M 巨 L ソ外を指定した場合は NTFS へのコン 
パートび必要でず。 

参 「パーティションの使用ち法」で r 既存パーティションを使用ずる J を 
選択したとさ、流用ずるパーティションむが（保守領域を除く）にパー 
ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows Server 2003をインストールしまず。 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用ちちと会なるを日本語で入力 
したい場合は、□グオン後に入力画面がボップアップされまずので、そ 
の時に再入力し、設定してください。ここでは、おのる前を入力してく 
ださい。 



• [基本情報]画面にある[戻る]をクリックすると、 OS の選巧画面に戻 
ります。 

• [コンピユータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設をはシームレスセットアップの既を値を自動的に選巧して、インス 
卜ールを行います0 
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13. オプシヨンの大容量記憶装置ドライバのモジュールを コ ピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
じ添付されているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセ、ソトし、 
メッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 


0K ■後了 


14. 追加ずるアプ U ケーシヨンをインスIルする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーシヨンを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加ずるアプリケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

0 K ■後 了 


15. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM とセットアップバラメータ 
FD を CD-ROM ドライプとフ□ッピーディスクドライブか5取り出し、 

Windows Server 2003 CD-ROM を CD-ROM ドライプにセットする。 

[ソフトゥ1ア使用許諾契約]画面が表示されます。 

16. よく読んでか!5、同意する場合は、[同意します]をク U ックずるか、 <F8> キーを 
巧す。同意しない場合は、[同意しません]をク U ックするか、 <F3> キーを巧す。 



wO 同意しないと、セットアップは終了し、 Windows Server 2003はインス 
置3 卜ールされません。 


Windows Server 2003とちをしたアプリケーシヨンは自動的じインストールされ、 
システムに□グオンします。 
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17.基本情報で「ヴービスパックの適用」を[ず别にした場合は、次の操作をする。 

(1) 火ソセージに従って Windows Server 2003 CD-R 日 M を CD-ROM ドライブか 
ら取り化す。 

(2) 火ソセージじ従って WindowsServer 2003 サービスパック降の CD-ROM 
を CD-ROM ドライブにセツ ト する。 


wO ServicePackl が含まれた Windows Server 2003 CD-ROM を使用して 
Bta インス! -- ルをされた場合は、再度 ServicePackl を適用ずる必要はありま 
せん。 


18. [セットアップ情報]画面に表示された設定内容を確認し、必要な6修正を行ってか 
5[日 K ] をクリックする。 




• インストール中にスクリーンセーバが起動する場合がありますが、手動 
でログオンしてください。 

• 上記の画面が表示されていない場含は、システムを再起動してくださ 
し、。再起動後、シームレスセットアップが続巧され、上記の画面が表示 
されます。 


1目. Microsoft Windows Server 2003 R 2 をインストールの場ちは、インストール 
完了後 Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition DEC 2 また 
は Microsoft Windows Server 2003 R 2 Enterprise Edition DEC 2 を CD - 
ROM ドライブにセットずる。 

W 降はメッセージじ従って作業を進めてください。 

インストール終了後、 Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition 
DEC 2 または Microsoft Windows Server 200 3 R 2 Enterprise Edition D に C 2 を 
CD-ROM ドライブから取り化し、再起動してください。 

2日. PR 日 Set をインス!ルずる。 


PR 日 Set は、ネットワークドライパに含まれるネットワーク機能磕認ユーティリ 
テイでず。 

PR 日 Set を使用ずることにより、じ(下のことが巧えまず。 

ーアダプタ詳細情報の磕認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 
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ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性じ優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ闇のスループットを向上させることができま 
す。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet がお要になります。 

PROSet をインス I ルする場合は，次の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットずる。 

(2) エクスプ□ーラを起動する。 

< 標準の スター トメ ニユーモー ドの手順 > 

スター トメ ニュー か6 [エ クスプ □— ラ]をクリ 、ソク する。 

< クラシック スター トメ ニユーモー ドの手順 > 

スタートメニューか6[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクス 
プ□-ラ]をクリックする。 

(3) レ CD-ROM のドライプレター>: ¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ BC 5¥ PROSET ¥ WS 03 XP 32 J 
ディレクトリ巧の 「 PROSET . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諾契約のを項に同意しまず]を違択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [標準]を違択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックずる。 

[ Ins ねり Shield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

旧）[完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 

21 .ネットワークドライバのセットアップをずる。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインス I 'ールされまずが、転を 
ま度と Duplex モードの設定があ要です。また、 IP アドレスを設をする際、[インター 
ネ、ソ トプ □ トコル ( TCP / IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックを付け 
てか6 IP アドレスの設をを行ってください。 

< PROSet がインス I ルされていない場合> 

(1) 「□—カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスを開く。 

< 標準の スター トメ ニユーモー ドの手順 > 

1) スタートメニューか5[コント□—ルパネル]^[ネットワーク接続]^ 

[□- カルエリア接続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network 
Connention ) または （ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network 
Connention #2) をクリックする。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

2) [プ□パティ]をクリックする。 

< クラシック スター トメ ニユーモー ドの手順 > 

1) スタートメニューから[設を]^[ネットワーク接続]をクリックする。 
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2) [□- カルエリア接続]アイコン ( Intel が） PRO /1000 MT Dual 

PortNetwork Connention ) または （ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port 
Network Connention #2) をちクリックし、ショートカットメニューサら 
[プ□パティ ] をクリ 、ソク する。 

に）[構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設を]タブをクリックし、[リンク递度とデュプレックス]を HUB の設を値 
と同じ値に設をする。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] をクリックず 
る。 

W 上で完了でず。 

<PROSet がインスI-―ルされている場合> 

(1) 「□一カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスを開く。 

< 標準の スター トメ ニユーモー ドの手順> 

1) スタートメニューから[コント□ールパネル]^[ネットワーク接続]^ 

[□- カルエリア接続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network 
Connention ) または （ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network 
Connention #2) をクリックずる。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2) [プ□パティ]をクリックする。 

< クラシック スター トメ ニユーモー ドの手順 > 

1) スタートメニューか6[設を]^[ネ、ソトワーク接続]をクリックする。 

2) [□- カルエリア接滿アイコン ( lntel ( R ) PRO /1000 MT Dual 
PortNetwork Connention ) または （ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port 
Network Connention #2) をちクリックし、ショートカットメニューから 
[プ□パティ ] をクリ 、ソク する。 

に）[構成]をクリックする。 

[Intel PROSet ] ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [リンク]タブをクリックし，[リンクま度とデュプレックス]を HUB の設を値と 
同じ値に設定ずる。 

(4) [Intel PROSet ] ダイア□グボックスの [ OK ] をクリ、ソクずる。 

W 上で完了でず。 

また、あ要に応じてプロトコルやサービスの追由/削除をしてください。[ネットワー 
クと ダイヤルアップ 接続]か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボック 
スを表示させて巧います。 



サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ 
ネットワークモニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピユー 
夕が送受信するフレー ム (またはパケット）を監視することができます。ネッ 
トワーク障害の解析などにち効なツールです。インストールの手順は、この後 
の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 
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22. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないちのがある場ちは、そ 
れぞれを確実にインス I -ールずる。 

23. 已2ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

24. 己9ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了でず。 

オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -1 12/109/111/88/8日/103/113/1 15/121/122) 
を使用する場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されているドライバをインストー 
ルしてください。 


rN 81 04-11 2/109/103/113/11已 /I 21/12吕」の場合 

r<CD-R0M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ D 0 TNET ¥ BC 5¥ PR 0 1 000¥ WS 03 XP 32 J 


「 N 8104 -1 11/86/88」の場合 

「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ BC 5¥ PR 0100¥ WS 03 XP 32」 

インストール手順が不明な場合は、インストレーシヨンサプリメントガイドのネットワークド 
ライバのインストール手順を参照してください。 

「 N 8104-114」のネットワークボードを使用する場合は、添付されている CD - ROM かフ□、ソ 
ピーディスクに格納されているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不日月 
な場合は、添付されているネットワークドライバのインストール手順を参照してください。 


アダプタフオルトトレランス (AFT)/ アダプティブ□-ドバラン 
シング (ALB) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは，複数のアダプタでグループを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させるわの 
です。また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグループを作り、 
サーバか6送信パケットをグループすべてのアダプタか6斤うことにより、スループットを向 
上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいまず。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、下の手順に従ってセツトアップしてください。 


1. [コント□—ルバネル]ダイア□グボックスで、苗線用 Intel ( R ) PROSet ] アイコン 
をダブルク U ックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスが表示されます。 

2. U スト中の「ドライバ名」にマウスポインタを合わせ、ちク1」ックずる。 

メニューが表示されます。 

3. [チームに追加]を選択し、[新規チームを作成]をク U ックする。 

[チーム化ウイザー円ダイア□グボックスが表示されます。 

4. 「アダプタフォルトトレランス」または「アタ’プテイプ□—ドバランシング」を還 
択して[次へ]をク U ックする。 
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已.[次へ]をク U ックする。 

6. チームにするアダプタをチェックして[巧へ]をクリックする。 

1 . [完了]をク U ックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスに戻ります。 

8. [適用]をク U ックし、 [0 K ] をク U ックずる。 

9. システムを再起動させる。 




• AFT/AL 日のセットアップは、ドライバインス!ル後、必ず再起動し 
た後に行ラ必要がありまず。 

• アダプタフオルトトレランス (AFT) のグループとして指定ずるアダプタ 
は、同一八ブ、異なる八ブのどち5の接続でも使用できまずび、異なる 
八ブに接続ずる場合は、ずべて同一 LAN (同ーセグメント）上に存在ず 
る必要びあるため、カスケード接続にしてください。 

• アダプテイプ□—ドバランシング (ALB) を使用ずる場合は、スイッチン 
グ八プにのみ接続できまず。 


マザーボードまたはオプションのネットワークボードを交換する場合、必ずチームを削除し、 
交換後にチームを再作成してください。 


ディスクアレイコント□-ラ(N81 03-80/8 1 ) を追加接続ずる 

柄口 


〈Windows Server 2003にて Service Pack 1を適用していないシステムをご使用の場合> 

システムにディスクアレイコント□-ラ ( N 8103 -80/81) を追出接続する場合， 0 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動でインストールされません。 

W 下の手順でドライバをインストールして<ださい。 


1. スタートメニューか6[コント□-ルバネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
か6[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャでその他のデバイスとして登録されている RAID コント□—ラ 
を夕’ブルク U ックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックずる。 

4. 八ードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所か5イ 
ンス I ルずる(詳細)」を還択し、[巧へ]をク1」ックずる。 

已.「次の場所で最適のドライバを検索する」を還択し、 [ U ムーバブルメディア(フ 
□ッピ ー 、 CD - ROM など)を検蔚チェックボックスをチェックずる。 

6. フ□ッピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 0 EM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 をセットして、[次へ]をク U ックする。 

7. [完了]をクリックずる。 

と J 上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 
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<Windows Server 2003にて Service Pack 1 を適用しているシステムまたは Windows 
Server 2003 R 2 をご使巧の場合> 

システムにディスクアレイコント□—ラ ( N 8103 -80/81) を追出接続する場合、 0 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの 
アップデートがを要です。 

と J 下の手順でドライバをインストールしてください。 

1 . スタートメニューか6[コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
か S [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. SCSI と RAID コント □— ラの 「LSI Logic Megaraid SCSI 320-1/2」 をダブル 
ク U ックする。 

3. [ドライバの更新]をク U ックする。 

4. 八ードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覽または特定の巧か S イン 
ス I ルずる(詳細)」を置択し、[次へ]をク U ックする。 

已.「次の場所で最適のドライバを検索ずる」を選択し、 [ U ムーバブルメディア(フ 
□ッピー、 CD - ROM など)を検蔚チェックボックスをチェックする。 

6. フ□ッピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 0 EM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 をセットして、[次へ]をク U ックずる。 

7. [完了]をク U ックする。 

W 上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-6 已)を追加接続ずる場合 

システムじ SCSI コント□—ラ ( N 8103 -65) を追力□接続する場合、 0 S のプラグアンドプレイ機 
能が動作しますが、ドライバは自動でインストールされません。 

下の手順でドライバをインス!^ - ルしてください。 

1. [スタートメニュ ー]- [コント□-ルバネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
か S [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャでその他のデバイスとして登録されている SCSI コント□-ラ 
をダブルク U ックする。 

3. [ドライバの更新]をク U ックする。 

4. 八ードウエアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所か5イ 
ンス I ルする(詳細)」を選択し、[巧へ]をク U ックする。 

已.「検索しないで、インス!ルずるドライバを選がする」を選がし、[次へ]をク 
U ックする。 

6. [ディスク使用 ( H )] をク U ックする。 


フ □、ソ ピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 OEM - D に K for 
EXPRES 犯 UILDER 」 をセツトして，製造元のファイルのコピー元に 「 a :¥」 と入力 
し、 [0 K ] をクリ 、ソク します。 
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7. [Initio INI - Al 日 XU 2 WPCI SCSI Controller ] を選択し、[次へ]をクリックする。 



ロゴテストに合格していない旨のポップアップが出る場合がありますが、シス 
テム上問題ありません。 [0 K ] をクリックし処理を継続してください。 


上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 已)を追加接続ずる場合 

〈Windows Server 2003にて Service Pack 1を適用していないシステムをご使用の場合> 


システムにディスクアレイコント□-ラ ( N 8103 -75) を追出接続する場合, 0 S のプラグアンド 
プレイ機能が動作しまずげ、ドライバは自動でインス I -ールされません。 

じ(下の手順でドライバをインストールして<ださい。 

1 . スタートメニューか6[コント□—ルバネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
か6[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャでその他のデバイスとして登録されている SCSI コント□—ラ 
を夕’ブルク U ックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックずる。 

4. 八ードウエアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所か5イ 
ンス I ルずる(詳細)」を選択し、[巧へ]をク U ックずる。 

已.「検索しないで、インス!-―ルするドライバを選択ずる」を選択し、[巧へ]をク 
1」ックずる。 

6. [ディスク使用 ( H )] をク1」ックずる。 

フ □、ソ ピーディスクドライブに「め / indows Server 2003 OEM - D に K for 
EXPRESSBUILDERJ をセットして、製造元のファイルのコピー元に「3:¥」と入力 
し、 [0 K ] をクリックします。 

7. [Adaptec SCSI Card 2白320 ALP - Ultra 320 SCSI ] を選択し、[次へ]をク U ツ 
クずる。 



ロゴテストに合格していない旨のポップアップが出る場合がありますが、シス 
テム上問題ありません。 [0 K ] をクリックし処理を継続してくださし、。 


と J 上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


〈Windows Server 2003にて Service Pack 1を適用しているシステムまたは Windows 
Server 2003 R 吕をご使用の場合> 

システムに SCSI コント□-ラ （ N 8103 -75) を追力□接続ずる場合、 0 S のプラグアンドプレイ磯 
能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップデートが必 
要です。システムのアップデートを実施する事でドライバが適用されます。 
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SCSI コント□—ラ（ N 8103-己6/9己 / N 8 1 90-126) を追力日接 
続ずる場合 

システムじ SCSI コント□-ラ ( N 8103 -56/95/ N 8190-126)を追加接続ずる場合、 0 S のプラグ 
アンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバの 
アップデートがあ要です。システムのアップデートを実施する事でドライバが適用されます。 


0こ システムのアップデートの実施については「システムのアップデート（サービ 

ムち罰 スバックの適用）」 （90 ぺージ）を参照の上、実施してくださし、。 


w ~0 システムのアツプデート実施をに SCSI コント□-ラ （ N 8103-已6/9已/ 
圍3 NS ^90- l 吕巨）を追加した場合は、適切なドライバび適用されません 。 SCSI 
コントロー 5( N 8103-56/95/ N 8190-126) を追加をに再度、システムの 
アップデートを実施してください。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ 、ソ クスアクセラ レー タドライバは、システムのアップデート時に自動的に 
インストールされます。 

OS のインストール後にグラフィ、ソクスアクセラレータドライバを削除し、再インストールず 
る場合はと J 下の手順で再インス I ■'ールしてください。 


NS 1 1已 -0 吕アドバンスドリモートマネージメントカードを装着してのリモー 
Dto 卜 KVM コンソールの利用を標準でサボートしていまず。専用ドライバをイン 
ス I ルずる必要はありません。 


再インストール手順 

巧インストール手順について説明します。 

1. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットし、スタートメ 
ニューの[プ□グラム]、[アクセサ U ] の順にポイントし、[エクスプ□-ラ]をク 
リックする。 

2. 「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ VIDEO 」 ディレクトリの 
の [ SETUP . EXE ] アイコンを夕’ブルク U ックする。 

3. メッセージに従って、作業を進める。 

ドライバのインストールが開始されまず。 

を中、 r デジタル署名が見つかりませんでした。..」とのメッセージび表示され 
■to る場合は、「はい」をク U ックしてインス!ルを続けて<ださい。 


4. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブか5取り出し、画面の指 
示に従ってシステムを再起動する。 
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Boot . ini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

己 00 t.ini ファイルを編集ずることで、ネ美々なスイ、ソチオプションを使用ずることができまず。 
使用可能なオプションについては、じ(下を参照してください。 

• サボート技術肩報- KB 833721 

Windows XP および Windows Server 2003の Boot . ini ファイルで使用可能なスイッ 
チオプション 

4G 目を超えるメモリを搭載できる本装置では /PAE オプションの設定を行うことで 4G 目 
を超えるモリを使用できるようになります。 /PAE オプションは、サポートされている 
製品が限をされています。 W 下のマイク□ソフトサポート技術情報を参照して磕 f 忍して 
ください。 

• ヴポート技術情報- KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス}広張のスイッチの説明 


J ： 又下に編集例を示します。 


1. 「スタート」メニューか引設茵をポイントして、[コント□-ルパネル]をクリツ 
クずる。 


2. 「コント□ールパネル」か6、[システム]アイコンをダブルク U ックずる。 


r システムのプ□パティ」画面が表示されます。 


3. [詳細設定]タブか S 「起動と回復」にある[設定]をクリックする。 

4. 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をクリックし、 「 Boot . ini 」 を 
開<。 

已. fBoot . iniJ ファイルの [ operatin 旨 systems ] に"/ PAE " を追加し、上書き保巧ず 
る。 


く 巨 00 t.ini ファイルの例> 


[boot loader] 
timeout 二 30 

default 二 rnulti(0)disk(0) 「 disk(0)partitiori に ) ¥WIND0WS 
[operating systems] 

multi(0)disk(0)rdisk(0)pa 「 titiori(2)¥WINDOWS 二 " Windows Server 2003" / 
fastdetect 

multi(0)disk(0)rdisk(0)pa 「 titiori(2)¥WINDOWS 二 " Windows Server 2003, PAE" / 
fastdetect /PAE 

巳 ¥CMDC0NS¥ 目 00 TSECT.DAT 二 '' Microsoft Windows 回復〕ンソール " /cmdcons 


と又上で目00 t.ini への 編集は終了です。 



「起動 / 回復」画面にある「既をのオペレーティングシステム」で選巧したエン 
トリから自動的に起動するように設をすることができます。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、お実に障害か6復旧できるように、あ6かじめ次のようなセッ 
ト アップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体巧のメモリダンプ（デバッグ情報）を探取するための設定です。 


メモリダンプのま意 

• メモ U ダンプの採取はな守ヴービス会社のな守員び行いまず。お客様は 
メモ U ダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定を、障害び発ちし、メモ U ダンプを巧をずるために再起 
動ずると、起動時にお想メモリび不ちしていることを示ずメッセージび 
表示される場合がありまずび、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しくなをでさない場合がありまず。 


次の手順に従って設をしまず。 

1. スタートメニューか5 [コント□-ルバネル]を選択し、[システム]をクリック 
する。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをク U ックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をク U ックする。 
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4. テキストボックスにデバッグ情報を書き送む場所を入力する。 

く D ドライブに 「MEMORY.DMP」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 






Windows Server 2003 x 目 4 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリヴイズが吕 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリヴイズ + iMBiy 上の空を客量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリヴイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライプの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書さ込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリヴイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリヴイズ +12 MB む上(メモリサイズが吕 GB 
を超える場合は、吕 048 M 巨 +12 MBiy 上)の空き容量のあるドライプを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリヴイズが吕 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空を容量を確認してください。 
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已.[バフォーマンス]ボックスの[設定]をク U ックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウが表示されます。 


尽ステムのブロバテイ 


をお I ] ンむ-夕る 1 /、—阳Iア讚 i^]| 白め至巧 I リトト I 

Administrator として□ヴオン说い巧さは、これお)Xまとんどの巧ちはできません。 



广起船回ほ- 

システム起ね、システム坦ま、も'よ U デパウク巧が 


i 結の」 


巧巧で巧妙 I — L ラ-巧吿(巧 


0 K I キタン t ル」巧巧姐 


6. [パフ オー マンスオプション]ウィンドウの[詳細設定]タブをクリックする。 



广デザインを馆巧する(巨) 


广バフォーマンスを语ホするの 
广カスタムに)： 

囚ウィンドウとボタンに現宜スタイルを巧用する - 

□ ウィンドウをを穴化やを小化するときにアニターシヨンでま示する 
□ コンポポジクスをスライドして尸月く 
□ ス州-ンフォントの沒を;、骨らかじする 
□タスクバ-ボタンをスライドする 
□ デスクトップのアイコンるじををけける 
□ ドラックやにウィンドウの巧容をまモする 
□ ヒントをフ I ードまたはスライドでまモする 
□ フォルタでよく巧巧するタスクを读两する 

□ マウスポインタの下にををまモする マ I 


0 K I キャンたル」 適邸が 
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ス[仮想メモ U ] ボックスの[変更]をクリックする。 


りた? オー7 ンスオブシ3ン 


巧貨タカま註如記定 I 

广プ□たツサのスケジユール- 

プ□它クサ州リ-スをどう丢が当てるかを进おします。 

みのパフォーマシスを语巧する： 

广ブ□ヴラムが f ? 巧魏搜器:閱 E 錢經 


广夕王りほ巧き_ 

システムイモリをどう割。当てるかを进巧します。 

ホのバフォーマシスを语ホする： 
r ブロヴラム(ぶ f ? システムキサウシ: lCD 


-饭巧メモリー 

ページンクファイ JK ま、 Windows び RAM のようにほ用するハードディスク 

じある巧巧です。 - 

すべてのドライプのがページンヴファイルサイ ； C 


く-ジンヴファイルサイえ ir ^ Sb 

1 をを似 y f 

r 瓦 I _キサンた ルイ 湿脚が_ 


8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推 
奨値 ii (上に変更し、[設定]をクリックする。 


拓想タモリ 


过过 


ドライブげリュ-ムラペル]也〉 ページンクファイルのサイズ < MB > 



OK ^ —キャンゎレ」 


W -0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

Ito のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを巧 

納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ページングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、 r 作成ずるパーティシヨンヴイズについて (32 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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日. [ OK ] をク U ックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 

ワトソン博±の設定 

Windows ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエ 
ラーをお化するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報をお取できる 
よう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をク1」ックずる。 

2. 陷前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と入力し、 [0 K ] をク U ックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルバス]ボックスに診断情報の保を先を指定ずる。 



rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで保有されまず。 


ネットワークパスは指をできません。 □一カ ルコンピュータ上のパスを指をし 
巨云巧] てください。 
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4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保を巧を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


已.[オプション]ボックスにある;夕のチェックボックスをオンにする。 

ー ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
一既存の□グファイルに追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明じついてはオンラインヘルプを参照してください。 


6. [ OK ] をクリックする。 


ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!ル後、システムの再起動を行 
うあ要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしまず。 

1. スタートメニューか S [設定]をポイントし、[コント□-ルバネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[巧へ] 
をク IJ ックずる。 

已.ディスクの挿入をホめるメッセージが表おされた場合は 、 Windows Server 
2003 CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットして [0 K ] をク U ックずる。 

6. [ Windows コンポーネントウィヴード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クずる。 

7. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コント□-ルバネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューか6 [プ□グラム]^ [管理ツール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができまず。 
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管理ユーティリティのインス I ル 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールした ユーテ ィリ 
ティのフォルダがあることをお認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は > 第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!ルしてくださ 
い。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してくださし、。 


システムのアップデート（サービスパックの適用） 

システムのアップデートは、次のような場合に行いまず。 

• システム構成を変更した場合（内蔵オプションの機器を取り付け/取りかしをした場合) 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体か6システムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用するみ要はありません。） 



ServicePack 1が含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使用しインストー 
ルを された場合は、 再度 ServicePack 1を適用する化要はありません。 


管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□-ルメニュー」の[ソフトウェアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューか6 [システムのアップデート]をクリックすると起動します。]: J 降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


EXPRESS BUILDER 


〇オンラインドキユタント 



Copyright NEC CorpoiaKon 


NEC 
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システム情報①ノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.已インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を本体装置の CD - ROM ドライブにセットして、 
再起動ずる。 

EXPRESSBUILDER か6起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]-[オフライン保ずユーティリティ]を選択ずる。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を還択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとずるオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセツトアップしなければな6ない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用ずる場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出巧）により、 OS 組み込み出荷されたが態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を斤う化要はありません。 

• シームレスセットアップじが化しているオプションボードについては 
「 EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションボード」 （16 ぺージ) 
を参照してください。 


1 . セツトアップしようとずる大容量記憶装置コント□—ラの説明書を準備ずる。 



本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説日月書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□-ラの場合は、コント□—ラの説明書に従って RAID の設 
定を行ラ。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3.へ進んで<ださ 
い。 

3. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM か5システムを起動させる。 

4. しソ下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

—「パラメータファイルを使巧する」に設定する 

ーアレイディスクの設を画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]を 
チェックする 

コントローラによっては、設を画面が現れないことがあります。 

inETFI 


一[大容量記憶装置用 0 EM - FD の適用をする]をチェックする 

- このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
♦ ntvhi ドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 
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已.シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーずる。 

大容量記憶装置コント□—ラに添付されているフ□、ソピーディスクをフ□ッピ ー 
ディスクドライブにセットし、じ(降は画面のメッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 


0 K 終了 


マニュアルセットアップ 

Windows Server 2003 x 色4 Editions の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。 

マニュアルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする方 
法【こついては 、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 
「Microsoft Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。また、あらかじめ EXPRESS 目 UILDER から、「サポートディス 
ク」を作成しておいてください。 

Windows Server 2003の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用すること 
をお勧めしていまずが、特殊なインス I •''ールに対応ずる場合、マニュアルセットアップ 
が必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法に 
ついては、 EXPRESS 目 UILDERI こ格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft 
Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 
また、あらかじめ EXPRESS 目 UILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてくだ 
さし、。 


^ オプシヨンボードをち続する場合は、オプシヨンボードに添イ寸の説巧書も併せ 
区て巧！ て参照してください。 


サポートディスクとは 

Windows Server 2003 x 色4 Editions の場合 


「マニュアルセ、ソトアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - D に K for 
EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポートディスクが必要です。 

作成方法については、 EXPRESS 目 UILDER に格納されているオンラインドキュ^ント 
「Microsoft Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 
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Windows Server 2003の場合 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップずるときの手順「マニュアルセット 
アップ」では 、 「Windows Server 20日3 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER 」 と呼ばれ 
るサポートディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 目 ULDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる RAID コント□-ラや SCSI コント□-ラのドライバな 
どが含まれていまず。マニュアルセットア、ソプを始める前に Windows Server 2003 
OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER を用意してください。 

1. 3.己インチフ□ッピーディスクを1枚用意ずる。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にずる。 

3. 本体の CD - ROM ドライプに添イゴの 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM をセットす 
る。 

4. CD - R 日 M をセットした6、リセットずる（く Ctrl >+ cAlt >+ く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF / ON してシステムを再起動ずる。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 

日.[ツールメニュー] から [サポートディスクの作成]を選択する。 

色.[ヴポートディスク作成メニュー]か5 [Windows Server 2日日3日 EM - D に K 
for EXPRESSBUILDER ] を選択ずる。 

7. 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセットずる。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 巨 ULDER 」 が作成されまず。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESS 目 ULDER 」 はライト 
プ□テクトをし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows ( Windows 95 J :_ i 降 、 Windows NT 4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットすると起動ずる「マスターコン 
卜□ールメ ニュー」から Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 巨 ULDER を作成 
ずることちできます。 


論理ドライブび複数存在ずる場合の再セットアップ手順 

再セットアップをはじめる前に、万一の場合に備えてをずデータのバックアップを巧ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンヴプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始ずる。 

2. 次のメッセージが表示された5、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


巧の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧か6パーティションを選択して<ださい。 
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システムボ U ューム、またはプートボ U ュームのドライプ文字はセットアップ 
■to 完了をは修正でさまはん。この画面で正しいドライブ女宇が割り当て5れてい 
ることを確認してか6セットアップを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行ずる。 

W 上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が化要な場合は々項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してくださし、。 


ドライブで字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1. [スタートメニュ ー] か己[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動ずる。 

2. 左側のウィンドウの中か6、[ディスクの管理]を還択する。 

3. ドライプで字を変更したいボ U ュームを選択してちク1」ックし、[ドライブで字と 
パスの変更]を選 f 尺する。 

4. [変更]をク U ックする。 

已.[次のドライブ文字を割り当てる]をク U ックし、割り当てたいドライブス字を選択 
する。 

6. [0 K ] をク U ックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表おされた5、[はい]をク U ックする。 

ボリュームのドライプ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を蛮要しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

W 上で完了でず。 
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Windows 2日00のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップを 
しまず。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


「BTO (工場組み込み化荷）」で「カスタムインストール」を指をして購入された本体の八一 
ドディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定か6、 0 S 、 本装 
置が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 


一^ ここで説明する手順は，「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
臣三；巧 でネリめて電源を ON じずるときのセットアップのち法じついて説 B 月していま 
す。再セットアップをする場合や，その他の出荷状態のセットアップをずる場 
合は，「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について) 

セツトアップを始める前に次の点じついてお認してください。 


本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブじインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
才ーダー(ビルド•トゥ•才ーダー)によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティシヨン構成について図解しています。 



空きエリア 


Windows 2000 


保守用パーティション 


ノ、ー ドディスクドライブ 


セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows 2000 Server セットアップ]画面げ表示されます。 

2. [次へ]をク U ックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 
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3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をク U ックする。 

W 降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されまず。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をずる。 

セットアップの終了を巧6せる画面が表示されます。 

已.[完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムに□グオンする。 

7. 78ぺージの手順18丄ソ降を参照して、 PROSet のインス I ルとネットワークド 
ライパ'の詳細設定をずる。 

8. オプションのデバイスでドライバをインス! -- ルしていないをのがある場合は、ド 
ライパをインス I ルする。 

9. 8已ぺージを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインス I ル済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I ■'ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Power Console Plus * 

— Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition * 

- ESMPRO/UPSController 体ソフトウェアを購人された場合のみ）* 

— Powe に hute p/us (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合ったが 
態に設定または磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

言女おしてく / しピし''〇 

カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされているヴービス 
ito パックのパージョンと、装置に添付されているサービスパックのパージョンが 
異なる場合がありまず。 

本体にインストールされているサービスパックむ降のバージョンが添付され 
ている場合は、本体に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 (Service Pack 
X ) インストール手順 書 J を参照してサービスパックのインストールを巧ってく 
ださい。サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認して 
ください。 

旧番街] http :// nec 8. com / 


11. 91ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了でず。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 




巨巨 Windows 2000のセットアップ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

r シームレスセットアップ」は、 RAID の設走から、オペレーティングシステム （Windows 
200 Oh 各種ユーティリティのインストールまでを切れ目なく（シームレスで）セットアップ 
できる方まです。 

八ードディスクドライプを購人時の状態と異なるパーティション構成で使用する場合や 、 OS 
を再インス I ■—ルずる場合は、シームレスセットアップを使用してください。煩雑なセット 
アップをこの機能が代わって行います。 


EXPRESSBUILDER 



「シームレスたットアッスけ、防のの設定から、 
あさ巧ユーティリティのインストールまでを 
巧れ目な く （'ンームレスで）セットアッ ブ できる 
がまです。 

ハードディスクを購入時の化態と異なる/ ティ 
シヨンホ誠て 1 ま用する場台や皮を巧インストール 
する場合は、 シームレス だットアッ ブ を使巧して 
くださし、。胃な t シトアジブをこの機&ホ化 
ねつ " C 行し、ます。 



• シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊な 
セットアップについては、この章の最後に記載している「応用セット 
アップ」で説明しています。 

• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイル 
を使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファ 
イルとしてフロッピーディスク（別途 1.44 MB フォーマット済み空きフ 
ロッピーディスクをご用意くださし、）にイ呆存することができます。 

• パラメータフ ァイルは EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic @」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

ExpressPicnic をほったパラメータファイルの作成方法については、269 
ぺージを参照してくださし、。 

• シームレスセットアップでは、「イ呆巧用パーティシヨン」と呼ばれる約 
55 MB のイ呆库用の領域をハードディスクドライブの先頭に確保します。 
このパーティシヨンを確イ呆したくないときは、マニュアルセットアップ 
(61 ぺージ参照)でインストールしてください。 

• セットアップパラメータ FD はお客様でご用意くださし、。 
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OS のインス I ルについて 

0 S のインストールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 

本装置がサポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版化(降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ③ Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版似降 > 「Windows 2000」 

と呼ぶ） 

その他の 0 S をインス I ■'ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows 2000をインストールする前に八ードウエアの团 0 S 設定などを殖認してくださし、 
B の S の設をには 、 Windows 2000かが采用されたおしい機能（プラグ.アンド.プレイや 
USB インタフエースへの対応など）に関する設定項目があります。189ぺージを参照して設を 
してください。 


Windows 2000に〕し、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点につ 
いてを意してください。 


W -0 • インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 

置3 (团 OS やオプションボードの設定）をずベて完了させてください。 

• 醉社び提供している別売のソフトウェアパッケージにち、インス!ル 
に関する説明書び添付されていまずび、本装置へのインス I ルについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了したをに8已ぺージを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処巧のための設定をしてください。 


• ミラー化されているボ U ユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームじインストールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効じして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]か6行えまず。 

• MO 装置の接続について 

Windows 2000をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を巧うと、インス 
卜ールに失敗することがあります。 MO 装置をかしてインストールを最初か6やり直して 
ください。 
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• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
で < ださい。 

• A - ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールする八ードディスクドライブ W かの八ードディスクドライブを接続 
する場合は、 0 S をインストールした後か6行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (94 ペー 
ジ)を参照してください。 

• 単体接続の八ードディスクドライブの記憶容量について 

記憶容量が 128 GBt (上の大容量八ードディスクドライブを単体ディスクとして使用し 
て 0 S をインストールしないでください。 

• 作成ずるパーティシヨンサイズについて 

システムをインストールずるパーテイシヨンのサイブは、次の計算まから求めることが 
できます。 


インストールに'必要なサイズ十ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

インストールに'必要なサイズ=1000 MB 
ぺージングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ XI .巳 
ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ +12 MB 
アプリケーションサイズ=任意 


W -0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

Ito のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納ずるのに十分な大きさのネリ期サイズを持つページングファイルび必要 
でず。また、ぺージングファイルが不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取でをない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
40日日 MB でず。搭載メモリヴイズ X 1.已倍のサイズが409已 MB を超え 
る場合は、409已 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
「吕 048 M 日卡1吕 M 日 J でず。 

• その他アプリケーションなどをインストールずる場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンが必要とずるディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、パーテイシヨンサイズは、前述の計算ち法 
から 


1000 MB 十（目に M 目 X 1.5) 十 512 MB + 12 MB +アプリケーションサイズ= 
2292 MB +アプリケーションサイズ 

とな U まず。 

システムをインストールずるパーティションサイズが「インス I — ルに必要なサイズ十 
ページングファイルサイズ」よりかさい場合はパーティションサイズを大きくするか、 
ディスクを増設してください。 

ダンプファイルサイズを磕保できない場合は、次のように複数のディスクに割り当てる 
ことで解決できまず。 
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1. 「インス I ルに必要なサイズ+ぺージングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 
イズ分）を別のディスクに書き込むよラに設定ずる。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルにあ要なサイズ十 ページングファイルサイズ」でインス!ル後、新しいディス 
クを増設してください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした/ドディスクドライブへの再インストー 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 
2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して再インス 
トールして < ださい。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに 
関するを意事項が記載されています。 

• ディスク構成について （ rMAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に 「MAINTE_P」 と表示された領域が有在する場合があります。構成情報 
や ユーテイ リテイを保をするための保守巧 パーテイシ ヨンです。削除しないでください。 



• ヴービスパックの適用について 

Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に添付さ 
れているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細 
情報をおかめた上で使用してください。 


旧ま街] http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップは、次のよラな流れで進みまず。 


EXPRESSBUILDER 

。ームレス它シトアシスロ. 脚 D の設定から， 


コン fSP 乂 U：mi LO 

P|H する 場 台 13, シームレス亡シト 

巧 H くたさい. 樹 t なシブ 

ゎっ口ぅぃます。 • 

図 

iMiayi 

個" 

I^BI 



バラメータフアイルを巧用して它ットアップををめまずか？ 


はし、 

♦ 

注意車頂、が旧專巧の記君を読む 


いいえ 

か 


巧設 


セツトアジブ K ラメータ FD を巧入ずる 

巧設 

♦ 

(ファイル星巧函面） 

巧を 


セットアジス巧メータフアイルのチェック 




設定のほ記 • 慢正を巧5か空がずる 

巧設 

♦ 

アレイディスク當定の画面 


V 


IT 


ディスクアレイのコンフィグレーシ3ン※ 

1 

巧守用パーティシ3ンの巧が 

1 

各珪ユーティリティのインストール 


み+ 本み 

オペレーティングシステムインストールメニュー 


IF 



ソフトウェア巧用許唐契約に同意ずる 

サービスバック CD-ROM をセットずる 
(サービスバックを垣用する場さ） 


自面インストール 

i 

自岛ログオン 


み♦本み 

^再起動あインストール巧了 ） 


《ディスクアレイコント□—ラが搭載されていて、 
アレイディスクの設定画面で、 RAI □を新規作がずる 
設をにした場合、このフエーズび実巧される。 


J ： 入力や選巧び必要な作業 
n :自動的に作業び進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザードおまにより各パラメータを設定していきます。この 
とき、各パラメータを一つのファイル（パラメータフアイル）としてフ□、ソピーディスクへ保 
有することも巧能です。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは，ファイル保存用として 
医三巧！ 1.44 M 己フォーマット巧みの空きフ□ッピーディスクが1めあ要となりまず。 
あ6かじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インスI'ールのときは> 保をしておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで，ウィザードじよるパラメータ入力を省略することができます。 

また、シームレスセットアップの中で、ディスクアレイコント□-ラなどの才 
プシヨンに添付されたドライバ FD t 大容量記憶装置用 OEM - FD 」） を個別に適 
用ずる場合は，パラメータファイルの設をもを要じなりまず。このとき电空き 
フ□ッピーディスクをご用意ください。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行って 

P 動 ください。 

• Windows 吕〇00①起動をにグラフィックスアクセラレータドライバや 
ネットワークアダプタなどのドライバの変更、または追加ずる場合は、 
オンラインドキユメントの riVlicrosoft Windows 2000 Server / 
Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨン 
サプリメントガイド」を参照してください。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 



• 0S をインストールするときに M0 装置を接続したまま作業を斤うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M0 装置をか 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 0S をインストールするハードディスクドライブなかのハードディスク 
ドライブを接続する場合は、 0S をインストールした後から斤って< だ 
さい。 

• 0S をインストールする"ードディスクドライブに論理ドライブを複数 
作成している場合は、「論理ドライブが複数ををする場合の再セット 
アップ手順」 （94 ぺージ)を参照してくださし、。 


2. 本装置の CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

3. CD - ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl 〉 + < Alt > + < Delete > キーを巧 
す）か、電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動しまず。 
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4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 



日.「パラメータフアイルを使用してセツトアップを進めますか？」といラメッセージ 
が表示される。 

パラメータファイルを使用する場合は[はい]を、使用しない場合は[いいえ]を選択し 
てください。 


パラメータファイルを使用してセツトアップを進めまずか？ 


しル、を はい 


6. 「お願い」が表示されるので、表示内容をよく読んでか5 [確認]をクリックする。 


お願い 

シームレスセットアップお了を、セットアップ情報をバックアップする 
ことをお勧めしまず。パックアップ情巧び無いとまは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧でをなくなりまず。 

パックアップは、空をフ□ッビーディスクを1巧準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」か5「退避」 
を還択して <ださい。 


[ 確認 I 
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7. シームレスセットアップでのミち意事項が表示される。 

表示内容をよく読んでから[お認]をクリックしてください。 


セッ トアップを進ゆると、自動的に何回かコンピユータび再起動しまずぴ、 
EXPRESSBUILDER CD-ROM、 セットアップパラメータ FD は、指示びをるまで 
取り出さないでください。 


[ 艦！ I 



If エック J 


ディスクじ何らかの 0S がインス 
卜ールされてし''る場合、インストー 
ルを続行するかを確認ずるメッセー 
ジが表示されます。セットアップを 
続けるには[継続]をクリ、ソクしてく 
ださい。 


A 


このディスクには、ずでに巧5かの 
オペレーティングシステムび 
インストールされていまず。 

この操作を続けると、ディスク內の 
データび失われてしまいます。 

操作を続けまずか？ 


継続 


戻る 


8. パラメータファイルを使用する場合はセットアップパラメータ FD が要求されるの 
で、フ□ッピーディスクをセットして[{產認、]を選択する。 

パラメータファイルを使用しない場合は、この^、ソセージは表示されません。 

手順9.へ進んで < ださい。 


セツトアップパラメータ FD を挿入してくださし、。 


確認 戻る 


^ ここでセツトしたフ□、ソピーディスクは、指示があるまで取り化さないでくだ 

f エック] さぃ。 
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[既をのパラメータファイルを使用ずる場を] 

セツトしたフ□、ソピーディスク内のパラ；<ータファイルの一覧が表示されます。 

(1) インストールに使用ずるセットアップ情報ファイルをを選択し、[確定]をク 
リックずる。 



確認のダイア□グボックスが表示されます。 

に）パラ^ータを確認する場合は[確認]を、磕認せず1こそのままインストール 
を行う場合は、[スキッフ°]をクリックずる。 

[確認]をクリ、ソク^手順9.へ進む 

[スキッ T ] をクリ、ソク^手順10.へ進む 

^ ディスクアレイコント□ーラが接続されていない攝合は、手順10.へ進んでく 
I チェックI ださい。 

手順10.終了後、確認のダイア□グボックスが表れます。 

〔確認]をクリックー手順に.へ進む 
〔ス キリ 7] をクリ 、ソ クー手順13.へ進む 


[空きフ□ッピーディスクをセットした場を] 

(1) [ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリックずるか、く A > キーを押 
ず。 

入カボックスが表示されます。 


情報ファイル選択/入力 



に）ファイルさ!を入力ずる。 
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9. ディスクアレイコント□—ラのバラメータを設定する。 

本装置のオンボード RAID 機能もしくはオプションのディスクアレイコント□—ラ 
を使用している場合は、[アレイディスクの設定]画面が表示されます。設を内容を 
確認し、あ要なら修正を行ってから[終了]をクリックしてください。 


^ ディスクアレイコント□ーラが接続されていない場合，この画面は表示されま 
せん。手順10.へ進んでください。 

設定が終了すると、自動的に RAID の構築、保守用のパーティションの作成、および 
名■種ユーテイリテイのインス!'■ールが実行されます。 


[7 レイテ'ィスクの設定]テ.ィスクアレイ]外トラ 


アレイテ。ィスクの設定 

1する 

1 

RAID の作成 

1既存 RAI □を使用ずる 

1 

接続テ"イスクの卜-幻概 

1 ... 

1 

n ° ツクを構成ずるテ"イスク贷！ 

1 ... 

1 

r ツクを構成ずる RAID 

1 ... 

1 

ラ仆トト"の設定 

1 ... 

1 

ラ仆トト"の種類 

1 ... 

1 


1 再読込1 1終 T 1 

1ヘルフ。1 


10. インス I ルするオペレーテイングシステムを選択する。 

リストボックスから [ Windows ] を選択します。 



11.セツトアップする日 S のカテゴ U を選択する。 


セットアップする OS ①カテゴリを題巧してください。 

Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition 

Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition 

1 決定 


Microsoft Windows 2000 Server 

Microsoft Windows 2000 Advanced Server 

決定 



Microsoft Windows 2000 Server 

Microsoft Windows 2000 Advanced Server の[決封を選択します。 


^ 既存のパラメータファイルを使用し、手順8.でスキップを選択した場含、この 
医!^ メッセージは表示されません。手順13.へ進んでください。 
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に.；夕に、[基本情報]画面が表おさるので、設定内容を確認し、化要な5修正を行っ 
てか6欧へ]をク U ックする。（画面中の「対象マシン」は機種によって表示が 
異なりまず。） 

じ(降、画面に表示される[次へ]、[房る]、[ヘルフ°]をクリックして設走を殖認しな 
が6画面を進めて<ださい。設を内容はあ要に応じて修正して<ださい。 


く表 W 例> 


对 *7 シン 

0 S の挂巧 

0 S の韶 

11.-ティシヨ:/の巧用方法 

II •みシヨ州な•(ま浜母 =*) 

フ?イ I 松方ムの NTFS への]州'-卜 
护ピ如■"ぶの运用 


仍 H 叫.ス 


Ex 口 ress 5800/XXX 


Windows 2000 Server 



巧規に巧なずる 


4095 


ずる 



WINNT 



W "0 • OS をインストールずるパーティションは、必要最ル限む上のヴイズで 

国立 確なしてください。 

• 「パーティションの使用方ま」で「既存パーティションを使用ずる」を 

選択ずると、最初のパーティション（保守用パーティションを除く）の 
情報はフオーマットされ、ずべてなくなりまず。それ ly がのパーティ 
シヨンの情報は保持されまず。下図は、保守用パーテイシヨンが用意さ 
れている場合に情報が削除されるパーティションを示していまず。 


第1パーテイシヨン 

<1呆守用パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4パーテイシヨン 

尉寺 

削除 

保持 

im 


• ダイナ S ックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既巧のパーティションを残したまま再インストールずることはできませ 
ん （69 ページ参照)。「パーティションの使用方法 J で「既存パーティ 
ションを使用ずる」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方ま」で「新規に作成ずる J を選択したとき、 
「パーティション J の設定値は実領域 ly 上または1 20 GBiy 上の値を指定 
しないでぐださい。 

• りくーティシ ョン J に409日 M 己に例•を指定した場合は NTFS へのコン 
バートが必要でず。 

• 「パーティションの使用方ま」で「既存パーティションを使用ずる」を 
選択したとさ、流用ずるパーティション ly が（保守領域を除く）にパー 
ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows 吕〇00をインス I -- ルしまず。 

• 実領域が1 20 G 日 1 U 上になる場合は、パーティションサイズに「全領域」 
を指定しないでください。 

• 設定の客に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者ると会社をを日本語で入力 
したい場含は、ログオン後に入力画面がボップアップされまずので、そ 
の時に再入力し、設定してください。ここでは、仮のを前を入力してく 
ださい。 
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• [基本情報]画面にある[戻る]をクリックすると、 0 S の選が画面に戻 
ります。 

• [コン ピユータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設定はシームレスセットアップの既を値を自動的に選巧して、インス 
卜ールを行います0 


13. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーずる。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
じ添がされているフ□、ソピーデイスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 
メッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 


0 K 終了 


14. 追加するアプリケーションをインス I -ールずる。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインス I •''ールす 
る場合は、ソセージが表示されまず。 


追加するアプリケーシヨンのインス I ^ール 
媒体を CD - ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してぐださい。 

0 K I I 終了 


1己.メッセージに従って 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM とセットアップパラメー 
夕 FD を CD - R 日 M ドライブとフ□ッピーディスクドライプか5取り出し、 

Windows 2000 CD - R 日 M を CD - ROM ドライブにセットずる。 

[ソフトう I ?使用許諾契約]画面が表示されます。 

16. よく読んでか6、同意する場合は、[同意しまず]をクリックするか、く F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックずるか、 く F 3> キーを巧す。 



謂"〇 同意しないと、セットアップは路了し 、 Windows 2000はインス I ルをれ 
置3 ません。 
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17. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場含は、次の操作をずる。 

(1) 、ソセージに従って Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブから取り化 
ず。 

(2) メッセージじ従って Windows 200日サービスパック 4 J : 非をの CD - ROM を CD - 
ROM ドライブにセッ ト ずる。 

W -0 本装置では Windows 2000 ServicePack なし/1/2/3は、ヴポートしてお 
P 事司 りません。 

ServicePack 4が含まれた Windows 2000 CD - ROM を使用しインス I ■'― 
ルをされた場合は、再度 ServicePack 4を適用ずる必要はありません。 


Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システ 
ムに□グオンします。 

18. PR 日 Set をインス I ルする。 

PROSet は、ネットワークドライバ I こ含まれるネ、ソトワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することにより、下のことが行えます。 

ーアダプタ詳細情報の磕認 

ーループパックテスト、パケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に 
優れた環境を提供し、サーバ スイ、 ソチ闇の スルー プットを向上させることができま 
す。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が'必要になります。 

PROSet をインストールずる場合は、 tJTF の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットずる。 

(2) スタートメニューから[プ□グラム]、〔アクセサリ]の順にポイントし、[エク 
スプ□ーラ]をクリ 、ソク ずる0 

(3) 「く CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ BC 己 ¥ PR 0 SET ¥ WIN 2 K 」 
ディレクトリ内の 「 PROSET . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(日）[使用許諸契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックずる。 

(6) [標準]を選択し[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックずる。 

[ Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 


W 上で完了です。 
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19. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインス I ルされますが、転送 
速度と Duplex モードの設をがあ要です。また、 IP アドレスを設定する際，[インター 
ネ、ソ トプ □ トコル ( TCP / IP )] のチェックボックスがかれている場合、チェックを付け 
てか 6 IP アドレスの設定を行ってください。 

< PROSet がインス I -―ルされていない場合> 

(1) スタートメニューか6[コント□-ルパネル]^[ネットワークとダイヤルアッ 
プ接続]一 [□- カルエリア接続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network 
Connention ) または （ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network 
Connection #2) をダブルクリ、ソクして逞択する。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

(2) [構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、リンクま度とデュプレックス設定を八ブの設定 
値と同じ値に設をする。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] をクリックす 
る0 

(5) [□一カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスの [0 K ] をクリ、ソクする。 

W 上で完了です。 

< PR 0 Set がインス I -―ルされている場合> 

(1) スタートメニューか6 [設を]^ [コント□-ルパネル]をクリックする。 

(2) [有線用 Intel ( R ) PROSet ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[有綜ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスが表示されまず。 

(3) リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connention ] をク 
リックして違択する。 

(4) [ま度]タブをクリックし、リンクま度とデュプレックス設定を八ブの設定値と 
同じ値じ設定する。 

(5) リスト中の nntel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection #2」を 
クリ、ソクして達がする。 

(6) [ま度]タブをクリックし、リンクを度とデュプレックス設定を八ブの設定値と 
同じ値に設定する。 

(7) [有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスの随曲をクリ、ソク 
し、 [0 K ] をクリ、ソクする。 

上で完了です。 


また、み要に応じてプロトコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワー 
クとダイヤルアップ接続] か 6口ー カルエリア 接続のプ □パティ ダイア □グボック 
スを表示させて巧います。 
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サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ 
ネットワークモニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピユー 
夕が送受信するフレー ム (またはバケット）を監巧することができます。ネッ 
トワーク障害の解がなどにを効なツールです。インストールの手順は、この後 
の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 


20. 標準で装備されているグラフィックスアクセラレータ用ドライバをインス I ルず 
る 0 


標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、システムのアップデート時 
に自動的にインストールされます。 

0 S のインス I -―ル後にグラフィックスアクセラレータドライバを削除し、再インス 
トールする場合はじ(下の手順で再インストールしてください。 


N 811已-〇吕アドバンスドリモートマネージメントカードを装着してのリモー 
卜 KVM コンソールの利用を標準でサボートしていまず。専用ドライバをイン 
ス I ルずる必要はありまだん。 


<再インストール手順> 

(1)「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブじセットし、スタートメ 
ニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □— ラ]を 
クリ 、ソク する。 

に）レ CD - ROM のドライブレタ ー x ¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ VIDE 0」 ディレクトリ内の 
に ETUP . EXE ] アイコンをダブルクリ 、ソク ずる。 

(3) メッセージに従って、作業を進める。 

ドライバのインストールが開始されます。 




(4)「 EXPRES 犯 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブから取り化し、画面の指 
示に従ってシステムを再起動する。 

21. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、そ 
れぞれを確実にインス I ルする。 

22. 8已ぺージの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

23. 91ぺージを参照してシステム情報の J (ックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 

USB 2.0ドライバ 


途中、「デジタル署名が見つかりませんでした。..」とのメッセージび表示され 
る場合は、「はい」をク U ックしてインス!ルを続けて<ださい。 


USB 2.0 ドライバは，贈人時にインストール済みです。 

システムの修復や再セットアップの際は、システムのアップデートを行うと自動的にインス 
トールされまず。 
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オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -1 12/109/111/88/86/103/113/1 15/121/122) 
を使用する場合は、インストレーションサプリメントガイドのネットワークドライバの再イン 
ストール手順を参考にし 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されているドライバをイン 
ストールしてください。 

N81 04-1 11/86/88のドライバ 

[< CD - ROM の卜‘ラィブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ BC 5¥ PR 0 1 00¥ WIN 2 K ] 

N 8104 -N 8104 -1 12/109/103/1 13/11 已/1 21/122 のドライバ 

[< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ BC 5¥ PR 01000¥ WIN 2 K ] 

「 N 8104-114」のネットワークボードを使用する場合は、添付されている CD - ROM かフ□、ソ 
ピーディスクに格納されているドライバを使用してください。なお、インストール手順が不巧 
な場合は，添付されているネットワークドライバのインストール手順を参照してください。 


アダプタフォルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブ□ー ドバラン 
シング ( ALB ) ①セットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の化のアダプタに処理を移行させるわの 
です。また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグループを作り、 
サーバからを信パケットをグループすべてのアダプタか6行うことにより、スループットを向 
上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、 iU 下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. [コント□-ルバネル]ダイア□グボックスで、苗線用 Intel(R) PROSet] アイコン 
を夕‘ブルク U ックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスが表示されます。 

2. U スト中の「ドライバ名」にマウスポインタを合わせ、ちク U ックする。 

メニューが表示されます。 

3. [チームに追加]を選択し、時斤規チームを作成]をク1」ックずる。 

[チーム化ウィザー円ダイア□グボックスが表示されまず。 

4. 「アダプタフォルトトレランス」または「アダプテイブ□-ドバランシング」を還 
択して[次へ]をクリックする。 

已.[次へ]をク U ックする。 

6. チームにするアダプタをチェックして[巧へ]をクリックする。 

7. [完了]をク U ックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイア□グボックスに戻ります。 

8. [適用]をク U ックし、 [0K] をク U ックずる。 
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9. システムを再起動させる。 


• AFT / ALB のセットアップは、ドライバインス!ル後、必ず再起動し 
た後に行う必要がありまず。 

• アダプタフオルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定ずるアダプタ 
は、同ーノ V ブ、異なる八ブのどち5の接続でも使用できまずが、異なる 
八プに接続ずる場合は、ずべて同一 LAN (同ーセグメント）上に存在ず 
る必要があるため、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチン 
グノ V ブにのみ接続できまず。 


マザーボードまたはオプションのネットワークボードを交換する場合、必ずチームを削除し、 
交換傻にチームを再作成してください。 


ディスクアレイコント□-ラ( N 81 03-80/8 1 ) を追加接続ずる 

お口 


システムにディスクアレイコント□—ラ ( N 8103 -80/81) を追出接続する場合、 OS のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動でインスIルされません。 

下の手順でドライバをインス!^ - ルしてください。 


1. [スタートメニユ ー]- [コント□-ルバネル]-[管理ツール]-[コンピユータの管理] 
か S [デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている RAID コント□-ラを 
ダブルクリックずる。 

3. [ドライバの更新]をク U ックする。 

4. 八ードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所か5イ 
ンスIルする(詳細)」を選択し、[巧へ]をク U ックする。 

已.「次の場所で最適のドライバを検索ずる」を選択し、 [U ムーバブルメディア(フ 
□ッピー、 CD-R 0 M など)を検索]チェックボックスをチェックする。 

6. フ□ッピーディスクドライブに 「Windows 2000 OEM-DISKfor 
EXPRESSBUILDER」 をセットして、[次へ]をク U ックする。 

ス[完了]をク U ックする。 


SCSI コント日ーラ( N 81 03-6 已/7已)を追加接続ずる場合 

システムに SCSI コント日ーラ ( N 8103 -65/75) を追出接続する場合、 0 S のプラグアンドプレ 
イ機能が動作しまずが、ドライバは自動でインスI-ールされません。 

と J 下の手順でドライバをインス! ' - ルしてください。 


1. [スタートメニユ ー]- [コント□-ルバネル]-[管理ツール]-[コンピユータの管理] 
か S [デバイスマネージャ ] を起動する。 


2 . 


デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている SCSI コント□—ラを 
ダブルクリックする。 
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3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. 八ードウエアの更新ウィザードが表示されるので、「このデバイスの既知のドライ 
パ'を表示して、その一覧か6選択ずる」を選択し、[次へ]をクリックする。 

已. 「 SCSI と RAID コント□—ラ」を選択し、[次へ]をクリックする。 

6. [ディスク使用 ( H )] をク1」ックずる。 

7. フ□ッピーディスクドライブに 「Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 をセットして、製造元のファイルのコピー元に「3:¥」と 
入力し、 [0 K ] をク U ックする。 



デジタル署名がない旨のポップアップが出る場合がありますが、システム上問 
題ありません。 [0 K ] をクリックし処理を継続してください。 


8. L ソ下のドライバを選択し、[次へ]をク U ックする。 

N 8103-巨已イま用日寺 ： [INITIO INI - A 10 XU 2 W SCSI Host Adapter ] 

N 8103-7已イ吏用日寺 ： [Adaptec SCSI Card 2白320 ALP - Ultra 320 SCSI ] 

これでドライバのインストールは完了です。画面の指示に従つてシステムを再起動して 
ください。 


SCSI コント日ーラ（ N 8103-已6/-9已 / N 8 1 90-126) を追加接 
続ずる場合 

• N 8103-已6/9已使用時 

0 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされまずが、そ 
の後、ドライバのアップデートがあ要です。システムのアップデートを実施する事でド 
ライバが適用されます。 

• N 8190 -126 使用時 

0 S のプラグアンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動でインストールされませ 
ん。システムのアップデートを実施する事でドライバが適用されます。 



システムのアップデートの実施については「システムのアップデート（サービ 
スパックの適用）」（目〇ぺージ）を参照の上、実施してください。 


システムのアップデート実施後に SCSI コントローラ（N8103-己白/-9己/ 
N 8190 -12 巨）を追加した場合は、適切なドライバが適巧されません。 SCSI 
コント□—ラ (NS 103-已6/-日已 /N81 日 0-126) を虐加後に再度、上記手順を 
実施してください。 
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Boot . ini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

目 00 t.ini ファイルを編集ずることで、様々なスイ、ソチオプションを使用することができまず。 
使用可能なオプションじついては、以下を参照してください。 

♦ サポート巧術情報- KB 170756 

Boot . ini ファイルで使用できるスイッチオプションについて 

4G 目を超える六モリを搭載できる本装置では /PAE オプションの設定を行うことで 4G 目 
を超えるメモリを使用できるようになります。 /PAE オプションは、サポートされている 
製品が限定されています。じ(下のマイク□ソフトサポート技術情報を参照して磕認して 
ください。 

♦ サポート巧術情報- KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイッチの説明 


W 下に編集例を示しまず。 

1. 「スタート」メニューか5[プ□グラム]をポイントし、[アクセサリ]か5「メモ帳」 
をクリックする。 

2. 「メモ帳」で、「ファイル」メニューの[開く]をクリックする。 

3. [ファイルの場戸斤]か 6% systemroot % ドライブをクリックずる。 

4. [ファイルの種翔か S " すべてのファイル"を選択し、ファイル名に rBoot . ini 」 と 
入力し[開く]をクリックする。 

巨00 t.ini の内容が表示されます。 

日. rBoot . iniJ ファイルの [ operatin 呂 systems ] に'/ PAE " を追加し、上書き保をず 
る。 


く目00 t.ini ファイルの例> 

[boot loader] 
timeout 二 30 

default 二 multi(0)disk(0) 「 disk(0)parti1;ion( 1 )¥WINNT 
[operating systems] 

multi(0)clisk(0) 「 disk(0)partitiori に) ¥WIND0WS 二 '' Windows 2000" /fastdetect 
multi(0)clisk(0) 「 disk(0)partition に) ¥WIND0WS 二 '' Windows 2000, PAE" / 
fastdetect /PAE 


1： 又上で Boot.ini への編集は終了です。 



「起動/回復」画面にある「既定のオペレーティングシステム」で遇巧したエン 
トリから自動的に起動するように設をすることができます。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、殖実に障害か6復旧できるようじ、あ6かじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）をな取するための設走です。 


メモ U ダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定を、障害び発生し、メモ U ダンプを保存ずるために再起 
動ずると、起動時に仮想メモ U び不足していることを示ずメッセージぴ 
表示される場合びありまずび、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しくなをでさない場合びありまず。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルバネル]をク U ックす 
る。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンをダブルク U ックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]をク U ックずる。 
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日.テキストボックスにデバッグ情報を書さ込む場所を入力し、 [0 K ] をク U ックず 
る0 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き化む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 



两"〇 参 デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
置3 しまず。ただし、搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、[売をメモ 

リダンプ]を指定ずることはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12MBiy 上(メモリヴイズが 2GB 
を超える場合は、2048 MB+1 吕 MBiy 上)の空き客量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書さ込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブのをさ容量を確認してください。 


6. [パフォーマンスオプション]をクリックする。 
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ス[仮想メモ U ] ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのぺージングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推 
奨値 L ソ上に変更し、[設定]をク U ックする。 


立ぶ] 


ドライブレ卡リュームラベル]必 ベージンクファイルのサイズ ( MB ) 



OK \ キサンたル」 


W-0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを巧 
納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ページングファイルび不足ずると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、 r 作成ずるパーティシヨンヴイズについて（白8 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


9. [ OK ] をクリックずる。 


設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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ワトソン博±の設定 

Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーをお化するとシステムを診断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を揉取で 
きるよう次の手順に従つて設定してください。 


1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をク1」ックずる。 

2. 陷前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と入力し、 [ OK ] をク U ックする。 

[Windows 2000ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保を先を指定ずる。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで保有されます。 



ネットワークパスは指をできません。□一カルコンピュータ上のパスを指をし 
区立巧！ てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保を先を指定ずる。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 
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已.[オプション]ボックスにある;夕のチェックボックスをオンにする。 

ー ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
一既存の□グファイルに追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明じついてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [0 K ] をクリックする。 


ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行 
うあ要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしまず。 

1. スタートメニューか6 [設定]をポイントし、[コント□—ルバネル]をクリック 
する 0 

[コント□-ルパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [アプ U ケーシヨンの追加と削除]アイコンをダブルク U ックする。 

[アプリケーシヨンの追力□と削除]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3. [Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[巧へ] 
をク IJ ックずる。 

已.ディスクの挿入をホめるメッセージが表おされた場合は、 Windows 2000 CD - 
R 0 M を CD-ROM ドライブにセットして [0 K ] をクリックする。 

6. [Windows コンポーネントウィヴード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クずる。 

7. [アプ U ケーシヨンの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をク U ックす 
る。 

8. [コント□-ルバネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューか6 [プ□グラム]^ [管理ツール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより，起動することができます。 
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管理ユーティリティのインス I ル 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAg 飢 t 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインス!ルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを植認してください。シームレスセットアップの設をでインストー 
ルしなかった場合は、 第 3 編の r ソフ トウエア編」を参照して個別にインストールしてください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してくださし、。 


システムのアップデート（サービスパックの適用） 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合（内蔵オプションの機器を取り付け/取リクトしをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体か6システムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
を RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してく 
ださい。このときサービスパックを再適用する企、要はありません。） 



• 本装置では ServicePack なし/1/2/3は、サポートしておりません。 
ServicePack かソ上を使用する'必要があります。 

ServicePack 4がきまれた Windows 2000 CD-ROM を使用しインストール 
をされた場合は、再度 ServicePack 4を適用する化要はありません。 

• MO 装置を接続したままシステムのアップデートを実行する場合は、 t ソ 
下の-ま意が'必要です。 

<MO メディアをセットしている場合> 

システムのアップデート終了後、 MO メディアを取り出してシステムの再 
起動をしてください。 

<MO メディアをセットしていない場合> 

システムのアップデート中に"ドライブにディスクがありません"とい 
うメッセージが表示されますが、[キャンセル]または[続行]を選巧し作業 
を進めてください。 
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管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
CD - ROM ドライブに 「 EXPRES 犯 UILDER 」 CD - ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□-ルメニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をクリックずると起動します。と J 降は画 
面に表示されるメッセージに従って処埋を進め、サービスパックを適用してください。 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


o 


ぶ 


ソフトクエアの 


Copyri が NEC Corporotion 


NEC 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップげ終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めしまず。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.已インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を本体装置の CD - ROM ドライブにセットして、 
再起動する。 

EXPRESSBUILDER か6起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]-[オフライン保ずユーティリティ]を選択する。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を還択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージじ従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとずるオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセツトアップしなければな6ない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用ずる場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出巧）により、 0 S 組み込み出荷されたが態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を斤う化要はありません。 

• シームレスセットアップじが化しているオプションボードについては 
「 EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションボード」 （16 ぺージ) 
を参照してください。 


1 . セツトアップしようとずる大容量記憶装置コント□—ラの説明書を準備ずる。 



本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説日月書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□-ラの場合は、コント□—ラの説明書に従って RAID の設 
定を行ラ。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3.へ進んで<ださ 
い。 

3. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM か5システムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、巧のような内容に設定されていることを確認ず 
る 0 

—「パラメータファイルを使用する」に設定ずる 

ーアレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]を 
チェックする 

コントローラに よっては、設を画面が現れないことがあります。 


一[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用をする]をチェックする 

がこ このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
か^ ドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 
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已.シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーずる。 

大容量記憶装置コント□—ラに添付されているフ□、ソピーディスクをフ□ッピ ー 
ディスクドライブじセットし、じ(降は画面のメッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 


0 K 終了 


マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが'必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットア、ソプを使わずに Windows 2000をインストールするち法については、 
EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 
Server/Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」をき照してください。また、あ6かじめ EXPRES 沈 UILDER か6、「サポートディスク」 
を作成しておいてください。 


一/ オプシヨンボードをち続ずる場合は、オプシヨンボードに添イ寸の説巧書も併せ 

区て巧！ て参照してください。 


サポートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップずるときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 己 UILDER 」 と呼ばれるサポートデ ィス 
クがか要です。 

「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDERJ には 、 Windows 2000のインストー 
ルで'必要となる RAID コント □-ラや SCSI コント □ーラの ドライバなどが含まれています。 マ 
ニュアルセツトアップを始める前に Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER を用 
意してください。 


1. 3.已インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を ON にする。 

3. 本体の CD - ROM ドライブに添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットす 
る。 

4. CD - ROM をセットした S 、 リセットする （< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを巧す） 
か、電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムげなち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

已.[ツールメニュ ー] か!5 [サポートディスクの作成]を選択する。 

6. [ヴポートディスク作成メニュ ー] か5 [Windows 2000 0 EM-DISKfor 
EXPRESSBUILDER ] を選択する。 
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7. 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセットずる。 

「Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESS 目 ULDER 」 が作成されまず。 

作成した 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 目 UILDER 」 はライトプ□テク 
卜をし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows ( Windows 95 J :_ i 降 、 Windows NT 4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM をセットずると起動ずる「マスターコン 
卜日ールメニュー」から Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 目 UILDER を作成すること 
ちできまず。 


論理ドライブび複数存在ずる場合の再セットアップ手順 

巧セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えてをずデータのバックアップを巧ってくだ 
さし、。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプ1」メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 巧のメッセージが表示された6、 0 S をセットアップしたいパーテイシヨンを選が 
する。 


ホの一覧には.このコンピューク上の巧をのパーテイシヨンとホを用の 
領域が表示ちれています。 

上下の方向キーを巧って，一覧か 6 パーティションを選巧してください。 


システムボリューム、またはブートボ U ュームのドライブで宇はセットアップ 
Bla 亮了をは修正でさません。この画面で正しいドライブで字が割り当て5れてい 
ることを確認してか5セットアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプ U メントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

W 上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が'必要な場合は々項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字ををましてください。 
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ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1. [スタートメニュ ー] か己[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動ずる。 

2. 左側のウィンドウの中か6、[ディスクの管理]を還択する。 

3. ドライプで字を変更したいボ U ュームを選択してちク1」ックし、[ドライブで字と 
バスの変更]を還 f 尺する。 

4. [変更]をク U ックする。 

已.[次のドライブ文字を割り当てる]をク U ックし、割り当てたいドライブス字を選択 
する。 

6. [0 K ] をク U ックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表おされた5、[はい]をク U ックする。 

ボリュームのドライプ文字を蛮更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を蛮要しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

W 上で完了でず。 
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Adaptec HostRAIDTM について 

ここでは Adap 佑 c HostRAID の概要およびセットアップ手順について説 s 月します。 


Adaptec HostRAID の概要 


Adaptec HostRAID は、システムに標準搭載されたシリアル ATA インタフェースまたは SCSI 
を使用し、 RAID 機能を提イ共します。 

Adaptec HostRAID では、ディスクアレイを制御ずるドライバとディスクアレイの管理ユー 
テイリテイである 「Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition 」 似降 ASMBE と略す） 
または 「Adaptec Storage Manager ™」（ W 降 ASM と略す）から構成されています。 

このドライバとユーティリティは、どちらか一方でも欠けると正常な動作ができません。ドラ 
イバは本書のセットアップ手順を参照し、 ASM 目[は [Adaptec Storage Manager ™ - 
Browser Edition ユーザーズマニュアル」を、 ASM は [Adaptec Storage Manager ™ ユーザー 
ズガイド」を参照して、必ず両方のソフトウェアを インス!-ー ルしてください。 

仕様 

八ードディスクドライブ ： Adaptec HostRAID ( SCSI ) の場合，1チャネルあたり2ドライブ 


RAID レバル： 

+1スペアドライブ 

Adaptec HostRAID ( SATA ) の場合、1チャネルあたり2ドライ：7( 
マザ ーボー ドじてチャネル装備） 

Adaptec HostRAID ( SCSI ) の場合、 RAID 日 / RAID 1 

Adaptec HostRAID ( SATA ) の場合、 RAID 0/ RAID 1 

0 S : 

Microsoft Windows Server 200 3 R 2 Standard x 64 Edition / 
Enterprise x 64 Edition 

Microsoft Windows Server 2003 Standard x 目 4 Edition / 
Enterprise x 64 Edition 

Microsoft Windows Server 2003 R 2 Standard Edition / 
Enterprise Edition 

Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Enterprise 
Edition 

Microsoft Windows 2000 Server/Advanced Server 

MIRACLE LINUX V 3.0 

ディスクアレイの構築： 

Red Hat Enterprise Linux ES 3 

Red Hat Enterprise Linux A な j 

巨 KDS セットアップ ユーティリティ、 EXPRESS 目 UILDER 、 およ 
び管理ユ—ティリティ 


Linux 環境でのセットアップ I こついては、 Express 5800 / Linux インス!ル代巧サービス説 
明書を参照してください。 
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特長 

• ハー ドディスクの活線挿入 ( HotSwap ) によるホ、ソトスワ、ソプリビルド磯能をサポート D 
(Adaptec HostRAID に CSI ) の場合） 

参 Adaptec HostRAID ( SCSI ) の場合、巨 IOS ユーティリティにより、チャネル単位でのディ 
スクアレイ/標準 SCSI の切り替え可能。 AdaptecHos 巧 AID ( SATA ) の場合、目 IOS セッ 
トアップユーティリティにより、ディスクアレイ/標準 SATA の切り替え可能 


注意事頃 


Adaptec HostRAID 全般に関するま意事項について説明します。 

BIOS、SCSI Select !- テイ リティおよび BIOS セットアップユーティリティに関するま意事 
項については、本書の八ードウエア編の目 IOS セットアップの項、または [SCSI Select Utility 
操作説明書」を、 ASMBEl こ関ずる注意/制限事項は 「Adaptec Storage Manager ™ — Browser 
Edition ユーザーズマニュアル」を、 ASM に関する注意/制限事項は [Adaptec Storage 
Manager ™ ユーザーズガイド」を参照し、確認してください。 



「SCSI Select Utility 操作説明書」と 「Adaptec Storage Manager ' い - Browser 
Edition ユーザーズ マニュアル」、 [AdaptecStorage ManagerT 心ーザーズガイ 
ド」は、本装置に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM にオンラインドキュ 
メントとして格納されています。 


Adaptec HostRAID ( SCSI ) のを意事項 

• SCSI B の S で HostRAID Enable のチャネルには八ードディスクドライブとが卜接続できま 
せん。八ードディスクドライブとが卜の装置を使用する場合は、 HostRAID を Disable と 
し、標準 SCSI として使用してください。 

• Adaptec HostRAID で使用している八ードディスクドライブを交換する場合は、八ード 
ディスクドライブを取り外してか6替わりの八ードディスクドライブを取りがけるまで 
に60秒 W 上の園隔をあけて<ださい。この閨隔が短いと予期せめ事象が発生する可能性 
がありまず ( ASMBE 画面または ASM 画面で八ードディスクドライブの取りかし/取り付 
けを認識できてか6実施することをお勧めします)。 

• Adaptec HostRAID を起動可能なアレイとして使巧する場合は、 「 RAID コンフィグレー 
シ ヨン」 の 「ブートプライオリティ設を」 （241 ページ）を参照し、あず团 0 S にて 
Bootable の設走を行ってください。 

本設をを巧わない場合は，障害発生時メモリダンプを探取することができない等の問題 
が発生します。 

• 高負荷運用中にン〇が遅延し、 t (下の□グがイベント□グじ登録される場合があります 
が ， Adaptec HostRAID によるリトライ処理でアプリケーシヨンやシステム運用への影 
響をちえずに适常に動作しています。 

イベントソ ース： a320 「 aid.sys 

イベント ID : 9 

説明 デバイス ¥ Device ¥ SCSI ¥ a 320「 aid * はタイムアウト期闇内に応答 

しませんでした。（ネは任意の値） 
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• ホ、ソトスペアを使ったリビルドが行われた場合、巧度リビルドを行って八ードディスク 
ドライブの実装位置とその八ードディスクドライブを使ったアレイの構成がリビルド前 
と同様になるようじして<ださい。この操作を行わないと、起動の優先順位が変更され 
る場合があります。なお、この優先順位は SCSI Se / e なユーティリティで変更可能でず。 


Adaptec HostRAID ( SATA ) のを意事項 

• Adaptec HostRAID の機能を使用して作成した RAID ドライブはシステムドライブとして 
運用してください。データ専用領域としては使用できません。 

• Adaptec HostRAID で使巧している八ードディスクドライブはホ、ソトスワップに対応し 
ていません。このため、八ードディスクドライブを交換する場合は、システムの電源を 
OFF にした状態で交あしてください。该換する八ードディスクドライブは ASMBE 画面 
または ASM 画面で接続されている Port 番号を確認してか6実施することをお勧めしま 
す。） 

• Adaptec HostRAID 利用時は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の「ディスクアレイの管 
理」 （249 ぺージ）を参照し、あず B の S じて Boo ね ble の設定を行ってください。 

本設定を行わない場合は、障害発生時メモリダンプをな取することができない等の問題 
が発生します。 

• Adaptec HostRAID ( SATA ) では、八ードディスクドライブの移行（マイグレーシヨン） 
じは対応しておりません。 


Adaptec HostRAID 共通のを意事項 

• Adaptec HostRAID ( SATA)、Adaptec HostRAID ( SCSI ) の機能を使用するためには、 
ドライバの登録 W 外に ASMBE または ASM のインストールがあ須です。 ASMBE のイン 
ス I ルについては 、 [Adaptec Storage Manager ™ - Browser Ed 出 on ユーザーズマ 
ニュ アル」、 ASM のインストールについては [Adaptec Storage Man 明 er ™ ユーザー 
ズガイド」を参照してください。 

• Adaptec HostRAID では AC 円機能のスタンバイ/休止モードを使巧できません。 

• Adaptec HostRAID の保守作業は SCSI Select ユーティ リティや团 0 S セ、ソトアツプユー 
ティリティを使用せず、 ASMBE または ASM を使用してください。 

• 作成したアレイには 0 S のパーティシヨンを作成してください。 0 S のパーティシヨンが 
存在しない場合は、システム起動時に、このアレイに対して Verify with 円 X が実施され 
る場合があります。 

• Adaptec HostRAID のアレイ保守操作かは、 ASMBE のブラウザ表示または ASM の画 
面表示を終了させておいてください。 
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Adaptec HostRAID セットアップの流れ 


Adaptec HostRAID システムをセットアップする作業手順の流れはと JTF のとおりです。 

Adaptec HostRAID ( SCSI ) ①場合 

Adaptec Hos 1; RAID ( SCSI ) の場合は W 下の流れとなりまず。 


スタート 


Adaptec HostRAID をブートディスク 
として使用しますか？ 


■ 

はい 


SCSISe わがユーテイリテイ 
で HostRAID を Enable にして 

ホ 1 

RAID ドライブを作成 



ドライパをインストール 

27 - 64 

(0S をインストール） 

ぺージ 


システムのアップデート 


已 8 • 90 
ぺージ 


ASM または ASMBE の 
インストール 


*2 


電源制御抑止ドライバの 
インストール 


*2 


セツトアップ完了 


*1SCSISe/ect Utility 操作説明書を参照してください。 EXPRESSBUILDER からアレイの作成を行う場合は、 
SCSISe/ect Utility を使用して HostRAID の設定を有効 (Enabled) にする操作のみ巧ってください。 

*2 x64 Editions をお使いの場合は Adaptec Storage Mana 有 er "™ ユーザーズガイドを参照してください。 
x64 EditionsL ツパをお使いの場合は Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition ユーザーズマニュ 
アルを参照してください。 
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Adaptec HostRAID ( SATA ) の場合 

Adaptec HostRAID ( SATA ) の場合は W 下の流れとなります。 



Adaptec HostRAID をブートディスク 
として使用しますか？ 


■ 


はい 



BIOS セツ ト アツプユーテイリテイ 
で HostRAID を Enabled にして 
RAID ドライブを作成 

*1 

♦ 

ドライパをインストール 
(0S をインス 1 ル） 

27 • 64 
ぺージ 



システムのアップデート 


58 • 90 
ぺージ 



ASM または ASMBE の 
インストール 



電源制御抑止ドライバの 
インストール 



動作モードの設定 

*2 

J 

1 

、 セットアップ完了 1 


*1 189 ぺージを参照してください。なお、アレイの作成は EXPRESSBUILDER からもできまず。 

EXPRESSBUILDER かちアレイの作成を行う場合は、 BIOS セットアップユーティリティを使用して 
HostRAID の設定を有効 (Enabled) にずる操作のみ実施してください。 

*吕 X 巨 4 Editions をお使いの場合は Adaptec Storage Mana 有 erTM ユーザーズガイ ドを参照してください。 
x64 Editi 口 nsUI 夕 I ■をお使いの場合は Adaptec St 日 rage Mana 有 erTM - Browser Edition ユーザー ズマ 
ニュアルを参照してください。 
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八ードディスクドライブの移行（マイグレーシヨン） 

標準 SCSI 接続の八ードディスクドライブを起動ディスクとして使用していたシステムを 
Adaptec HostRAID の RAID1 に移行する場合、八ードディスクドライブのマイグレーシヨンを 
します。 


詳細についてはオンラインドキュメントの 「Express 5800 SCSI Hos 巧 AID のマイグレーシヨ 
ン実施時の手順について (Windows)」 を参照してください。 Linux 環境の場合は、 Linux 基本 
サービスセットソフトウエア CD-ROM 内の 「NEC Express 5800シリーズ SCSI HostRAID マ 
イグレーシヨン手順書 （Linux 版)」を参照してください。 


W -0 SATA モデルでは、 A - ドディスクドライブの移行（マイグレーシヨン）には 
圍3 対応しておりまだん。 




102 メモ 



